
2017.1.22（日）
台東区民会館

日本の高等教育における教育費の負担の
現状と課題

給付型奨学金をめぐる現在の動向 中学制服、高くないですか 
ー学校の私費負担を考えるー



なぜ、日本の学校教育では私費負担がこれほどにも多いのでしょうか？
これを解決するためには、どのような方向性があるのでしょうか？

　現在、政府は、給付型奨学金導入へ向けた検討をすすめています。少しでも学費の心配なく高等教育を受けら
れることは、多くの人々の切実な願いですが、 まだまだ十分なものとは到底いえません。もともと、日本の学費
が高額すぎることに問題がありますが、それはあまり問題にされてはいません。そもそも、義務教育段階から学
校教育に多くの家計負担があることが大きな課題といえます。
　なぜ、日本の学校教育では私費負担がこれほどにも多いのでしょうか？また、これを解決するためには、どの
ような方向性があるのでしょうか？研究者、市民・学生、新聞記者の立場からご報告をいただくともに、みなさ
まとともに考えていきたいと思います。

第５回 子どもの貧困対策情報交換会 プログラム 

      

     ■第１部 １４：００～１５：０５ 

       開会 あいさつ 

     ◎講演：小林雅之さん（東京大学 大学総合教育研究センター教授） 

       「日本の高等教育における教育費の負担の現状と課題」 

     ■第２部 

     シンポジウム １５：１５～１７：００ 

     ◎錦光山雅子さんー朝日新聞科学医療部記者 

        「中学校制服、高くないですかー学校の私費負担を考えるー」      

     ◎若者／学生からの発言 

      ★土肥有理さん（全国大学院生協議会２０１６年度議長／明治大学大学院博士課程２年） 

      ★木戸寛捺さん（あすのば子どもサポーター、あしなが育英会大学奨学生、 

              内閣府「子供の貧困対策等に関する有識者会議」委員／早稲田大学２年） 

     ◎伴幸生さんー教育の機会均等を実現する奨学金を考える連絡会（奨学金連絡会） 

        「給付制奨学金をめぐる現在の動向」 

       閉会 あいさつ 

     

      閉会後、同会場で、一時間程度の茶話会を予定しています。お時間のある方はぜひご参加下さい。 



第 1 部　講演　日本の高等教育における教育費の負担の現状と課題　小林雅之さん

日
本
の
高
等
教
育
に
お
け
る
教
育
費
の
負
担
の

現
状
と
課
題

 

年
１
月
２
２
日

小
林

雅
之

東
京
大
学
大
学
総
合
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

報
告
内
容

 
教

育
格
差
の
現
状

 
教

育
費
の
負
担
の
軽
減
策

 
奨

学
金
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

 
所

得
連
動
型
奨
学
金
返
済
制
度

 
給

付
型
奨
学
金
の
創
設

 
学

生
へ
の
経
済
的
支
援
の
あ
り
方

 

所
得
階
層
別
高
卒
者
の
進
路
の
比
較

 
20

06
年
と

20
12
年

 
私
立
大
学
進
学
率
に
は
大
き
な
格
差
、
国
公
立
大
学
進
学
率
の
格
差
は
拡
大

 

CR
U

M
P2

00
6年

調
査

 
20

12
年
高
卒
者
保
護
者
調
査

 

私
立
大
学
進
学
率

40
0万

円
以
下

20
.4
％

1,0
50
万
円
以
上

42
.5
％

 
国
公
立
大
学
進
学
率

40
0万

円
以
下

7.
4％

 
1,0

50
万
円
以
上

20
.4
％

 

私
立
大
学
進
学
率

40
0万

円
以
下

23
.6
％

1,0
00
万
円
以
上

49
.7
％

 
国
公
立
大
学
進
学
率

40
0万

円
以
下

9.
2％

 
1,0

50
万
円
以
上

12
.0
％

 

文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
基
盤
（B
）「
教
育
費
負
担
と
学
生
に
対

す
る
経
済
的
支
援
の
あ
り
方
に
関
す
る
実
証
研
究
」
（小

林
雅
之
研

究
代
表
）、
サ
ン
プ
ル
数
は
、

1,0
64

 

学
術
創
成
科
研
（金

子
元
久
研
究
代
表
）
東
京
大
学
・大

学
経

営
・政

策
セ
ン
タ
ー
、
サ
ン
プ
ル
数
は

4,
00

0 

成
績
別
所
得
階
層
別
大
学
進
学
率
の
比
較

 
 

CR
U

M
P2

00
6調

査
 

20
12
年
高
卒
者
保
護
者
調
査

 

成
績
上
位
者
は

20
06
年
に
は
所
得
階
層
に
か
か
わ
ら
ず
大
学
進
学
、

20
12
年
に
は

格
差
が
生
じ
て
い
る
「
無
理
す
る
家
計
」
の
無
理
は
続
か
な
い
？

 
 

1



教
育
費
の
負
担
（学

費
と
放
棄
所
得
） 

教
育
費
負
担
の
軽
減
の
た
め
の
方
法


 


 


 


gr

an
ts

, s
ch

ol
ar

sh
ip

s)
 


 


st

ud
en

t l
oa

ns
) 


 


al

lo
w

an
ce

s)
 

 


TA
RA

 

年
齢
層
別
の
教
育
費
の
負
担
軽
減
策

 

(出
典
）教

育
再
生
実
行
会
議
第

8次
提
言
参
考
資
料
。

 

奨
学
金
の
分
析
軸


（１
）奨

学
金
の
支
給
主
体
（
政
府
、
地
方
政
府
、
公
共
機
関
、
私
的
団
体
、

大
学
）


（２
）奨

学
金
の
種
類

給
付
（グ
ラ
ン
ト
）と
貸
与
（ロ
ー
ン
）


（３
）奨

学
金
の
受
給
基
準

ニ
ー
ド
ベ
ー
ス
（奨

学
）と
メ
リ
ッ
ト
ベ
ー
ス
（育

英
）


（４
）奨

学
金
の
受
給
対
象
と
奨
学
生
１
人
当
た
り
金
額

広
く
薄
く
か
、
狭
く

厚
く
か
（総

額
は
一
定
）


（５
）奨

学
金
受
給
決
定
時
期

大
学
入
学
前
（予

約
）と
大
学
入
学
後
（在

学
時
）
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ロ
ー
ン
の
拡
大
だ
け
で
は
学
生
支
援
と
し
て
は

不
十
分


ロ
ー
ン
負
担
問
題
や
ロ
ー
ン
回
避
問
題
の
発
生
（英

米
豪
中
日
と
も
）


低
所
得
層
ほ
ど
ロ
ー
ン
負
担
感
は
強
い


ロ
ー
ン
の
未
返
済
に
対
す
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
強
化
の
傾
向


ロ
ー
ン
回
避
傾
向
が
低
所
得
層
で
多
く
な
る


情
報
ギ
ャ
ッ
プ
の
た
め
、
ロ
ー
ン
に
対
し
て
認
識
が
な
い
（各

国
と
も
）


低
所
得
層
は
、
放
棄
所
得
ま
で
含
め
て
約

万
円
の
費
用
負
担

を
軽
減
し
な
い
と
進
学
困
難


家
計
急
変
な
ど
に
対
応
が
困
難

 

B
1,

06
4 

 


ロ
ー
ン
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
、
回
収
率
を
上
げ
る


卒
業
後
の
所
得
に
応
じ
て
返
済
、
低
所
得
ほ
ど
負
担
が
少
な
い


返
済
の
不
安
に
対
す
る
保
険
の
機
能


７
つ
の
要
素


所
得
に
応
じ
た
返
済
額
（所

得
の
一
定
の
割
合
）


一
定
所
得
（閾

値
）以

下
で
の
返
済
猶
予


一
定
期
間
あ
る
い
は
年
齢
で
帳
消
し
ル
ー
ル


利
子
補
給


そ
の
他
の
考
慮
す
べ
き
要
因
（家

族
人
数
な
ど
）


源
泉
徴
収
あ
る
い
は
類
似
の
方
法


ロ
ー
ン
の
総
額
（大

き
い
ほ
ど
未
返
済
の
リ
ス
ク
）


各
国
の
所
得
連
動
型
ロ
ー
ン
は
こ
の
７
つ
の
要
素
を
組
み
合
わ
せ
て
い
る


上
記
の
要
素
を
変
え
る
こ
と
に
よ
り
返
済
額
は
変
化
し
、
返
済
期
間
も
変
わ
る


所
得
の
把
握
と
源
泉
徴
収
の
た
め
、
国
税
当
局
の
協
力
が
不
可
欠

所
得
連
動
型
ロ
ー
ン


教
育
投
資
の
リ
ス
ク
、
不
確
実
性
に
よ
る
返
済
の
不
安
に
対
し
て
、
一
種
の
保
険
と
し
て
の
機
能
（借

り
手
・貸

し
手
の
双
方
に
と
っ
て
） 


教
育
資
金
の
調
達
に
つ
い
て
、
消
費
の
ス
ム
ー
ズ
化
の
機
能

 

返
済
の
基
準
が
所
得
の
み
で
明
確

 

「返

せ
な
い
」
と
「返

し
た
く
な
い
」
の
区
別
が
明
確
に
つ
け
ら
れ
る

 

家
庭
の
事
情
な
ど
が
考
慮
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
る
（返

済
額
の
算
定
に
用
い
る
所
得
を
ど
の
よ
う
に
算

出
す
る
か
＝
収
入
か
ら
控
除
す
べ
き
金
額
の
決
定
が
重
要
） 


逆
選
抜
の
問
題
（高

所
得
者
は
通
常
の
割
賦
返
済
よ
り
も
月
々
の
返
済
額
が
大
き
く
な
る
た
め
、
高
所

得
が
期
待
さ
れ
る
層
に
は
好
ま
れ
な
い
）借

り
手
は
低
所
得
層
の
み
の
恐
れ
） 


モ
ラ
ル
・ハ
ザ
ー
ド
の
問
題
（閾

値
以
下
の
所
得
し
か
働
か
な
い
恐
れ
） 


理
論
上
、
未
返
済
が
生
じ
る
可
能
性
が
高
い

(閾
値
、
帳
消
し
な
ど
に
よ
る
） 


海
外
居
住
者
か
ら
徴
収
が
で
き
な
い

 

低
所
得
ほ
ど
月
々
の
返
済
額
は
少
な
い
が
、
有
利
子
の
場
合
返
済
総
額
は
大
き
く
な
る

 

個
人
の
所
得
か
、
家
族
の
所
得
か
（専

業
主
婦
・主

夫
の
場
合
） 


リ
ス
ク
・プ
ー
ル
型
（借

り
手
全
員
で
が
リ
ス
ク

=未
返
済
額
を
分
担
） 


リ
ス
ク
・シ
ェ
ア
型
（公

的
負
担
に
よ
り
リ
ス
ク
を
負
担
） 

 

所
得
連
動
型
ロ
ー
ン
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
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
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
の
回
収
強
化
と
社
会
的
反
発

 

奨
学
金
の
回
収
率
は
新
規
で
は
９
５
％
以
上

 

返
還
免
除
は
１
９
９
７
年
度
に
教
育
職
に
つ
い
て
廃
止
、
２
０
０
４
年
度
に
研
究
職
に
つ

い
て
廃
止
、
以
降
大
学
院
の
優
秀
者
免
除
の
み
（全

額
１
割
、
半
額
２
割
が
対
象
）
 


大
学
授
業
料
減
免
制
度
の
拡
大

 

大
学
独
自
給
付
奨
学
金
の
拡
大


文
部
科
学
省
「学

生
へ
の
経
済
的
支
援
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」

年
年

月 
ロ
ー
ン
回
収
ス
キ
ー
ム
の
改
革

所
得
連
動
型
返
還
制
度
の
導
入


給
付
奨
学
金
の
必
要
性


情
報
ギ
ャ
ッ
プ
へ
の
対
応


文
部
科
学
省
「所

得
連
動
型
返
還
制
度
奨
学
金
有
識
者
会
議
」

年
月
〜


審
議
ま
と
め
案
（2

01
6年

８
月
） 

 

日
本
に
お
け
る
奨
学
金
を
め
ぐ
る
状
況

  

情
報
ギ
ャ
ッ
プ
の
問
題


各
国
と
も
、
授
業
料
や
奨
学
金
は
、
選
択
肢
を
拡
充
し
た
た
め
に
、
き
わ
め
て
複
雑
な
制
度
と

な
っ
て
い
る
。
十
分
な
知
識
や
情
報
を
持
た
な
い
層
と
り
わ
け
奨
学
金
の
対
象
と
な
る
低
所
得

層
と
、
金
融
知
識
・情

報
の
豊
富
な
富
裕
層
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。


中
国
で
は
、
教
育
ロ
ー
ン
の
存
在
そ
の
も
の
を
知
ら
な
い
層
が
か
な
り
存
在
す
る
と
推
定
さ
れ
て

い
る
。


利
子
率
や
収
益
率
な
ど
複
雑
な
金
融
知
識
に
な
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
ス
ク
ー
ル
・カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
で

さ
え
、
十
分
な
理
解
を
し
て
い
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。


こ
う
し
た
情
報
ギ
ャ
ッ
プ
に
よ
っ
て
、
高
等
教
育
機
会
の
格
差
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
、

そ
の
解
決
策
を
各
国
と
も
推
進
し
つ
つ
あ
る
。


例
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
参
加
拡
大

が
そ
の
例
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ

カ
で
は
、
奨
学
金
に
対
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
高
等
教
育
機
関
に
対
し
て
義
務
化
し
て
い
る
。
日
本

で
は
、
こ
う
し
た
問
題
は
比
較
的
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
中
学
校
や
高
校
ま
で
含
め
る
と
、
情

報
ギ
ャ
ッ
プ
の
存
在
は
無
視
で
き
な
い
政
策
課
題
と
考
え
ら
れ
る
。


複
雑
な
所
得
連
動
返
還
型
と
従
来
の
定
額
返
還
型
と
選
択
制
の
た
め
、
と
り
わ
け
周
知
が
重
要
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延
滞
者
調
査
か
ら

 - 3
 - 

 (3
)返

還
義

務
を

知
っ

た
時

期
 

延
滞

者
で

は
「

申
込

手
続

き
を

行
う

前
」
に

返
還

義
務

を
知

っ
た

者
は

、
過

半
数

以
下

の
49

.5
％

で
あ

る
の

に
対

し
、

無
延

滞
者

で
は

90
.3
％

で
無

延
滞

者
の

方
が

40
％

以
上

高
い

。
一

方
、

貸
与

終
了

後
に

知
っ

た

者
は

、
延

滞
者

で
は

合
計

で
19

.8
％

と
な

り
、

無
延

滞
者

の
1.

0％
に

比
べ

て
18

.8
％

高
い

。
延

滞
者

は
無

延
滞

者
に

比
べ

て
、

申
込

手
続

き
時

点
で

の
返

還
義

務
の

認
識

が
十

分
で

は
な

い
こ

と
が

う
か

が
え

る
。

 
 図

１
－

３
返

還
義

務
を

知
っ

た
時

期
（

択
一

）
 

  

- 1
 - 

 

平
成

26
年

度
奨

学
金

の
返

還
者

に
関

す
る

属
性

調
査

結
果

【
概

要
】

 
  

独
立

行
政

法
人

日
本

学
生

支
援

機
構

 
  Ⅰ

．
調

査
目

的
等

 
 

1
目

的
 

奨
学

金
の

延
滞

者
お

よ
び

無
延

滞
者

の
属

性
を

把
握

し
、

今
後

の
奨

学
金

回
収

方
策

に
役

立
て

る
こ

と
と

す
る

。
 

  
2

調
査

対
象

 
(1

) 平
成

26
年

11
月

末
に

お
い

て
、
奨

学
金

返
還

を
3
か

月
以

上
延

滞
し

て
い

る
者
（

以
下
「

延
滞

者
」

と
い

う
｡
）

を
延

滞
年

数
お

よ
び

性
別

で
層

化
し

、
無

作
為

抽
出

し
た

19
,5

18
人

。
 

(2
) 
平

成
26

年
11

月
末

に
お

い
て

、
奨

学
金

返
還

を
延

滞
し

て
い

な
い

者
（

以
下

「
無

延
滞

者
」

と
い

う
｡
）

を
学

種
お

よ
び

性
別

で
層

化
し

、
無

作
為

抽
出

し
た

9,
64

9
人

。
 

  
3

調
査

方
法

 
質

問
を

記
入

し
た

調
査

票
を

送
付

の
う

え
、

返
信

用
封

筒
に

よ
り

返
送

を
依

頼
し

た
。

 
  

4
調

査
時

期
 

平
成

27
年

1
月

 
  

5
回

答
受

入
状

況
 

抽
出

人
数

 
 回

答
人

数
回

答
率

 
参

考
母

数
(平

成
26

年
度

末
) 

延
滞

者
  

  
19

,5
18

人
 

3,
76

4
人

19
.3

%
 1

73
,1

90
人

 
無

延
滞

者
  

  
 9

,6
49

人
 

2,
17

0
人

22
.5

%
 

 3
,2

96
,3

20
人

 
※

回
答

人
数

に
は

無
回

答
・

不
明

回
答

を
含

ま
な

い
。

 
   （

参
考

）
平

成
26

年
度

末
現

在
の

状
況

 
①

 返
還

を
要

す
る

者
（

返
還

期
日

到
来

分
の

み
）

 3
,6

24
,7

06
人

 
②

 返
還

し
て

い
る

者
  

 
3,

29
6,

32
0
人

 
③

 1
日

以
上

の
延

滞
者

   
 

32
8,

38
6
人

 
④

 3
か

月
以

上
の

延
滞

者
  

 
 1

73
,1

90
人

 
    ※

本
調

査
は

、
延

滞
者

の
み

な
ら

ず
無

延
滞

者
の

属
性

に
つ

い
て

も
把

握
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

る
た

め
、

今
回

の
調

査
よ

り
調

査
タ

イ
ト

ル
を

「
奨

学
金

の
延

滞
者

に
関

す
る

属
性

調
査

」
か

ら
「

奨
学

金
の

返
還

者
に

関
す

る
属

性
調

査
」

に
改

め
る

。
 

 
 

出
典
：

 
     

 

（
百
万

円
）

 

   
   

   
   

 
 

   
   

   
  

 
   

   
   

  
 

   
   

   
  

 
   

   
   

   
   
※

 

（
万
人
）

 
（
人
）

 

2,
07

7 
 2,

30
6 

 2,
51

0 
 2

,5
24

  2
,5

48
  2,

79
2 

 2,
98

6 
 3,

58
9 

 3,
47

1  
3,

34
0 

 

05,
00

0

10
,0

00

15
,0

00

0

1,0
00

2,
00

0

3,
00

0

4,
00

0

H
16

H
17

H
18

H
19

H
20

H
21

H
22

H
23

H
24

H
25

公
立
大
学
の
授
業
料
減
免
等
の
推
移

 

免
除
実
績
額

 
（
百
万
円
）

 
免
除
者
数
計

 
（人

） 

17
5 

17
5 

18
1 

18
1 

18
2 

18
1 

19
6 

24
3 

26
8 

29
1 

30
1 

31
1 

1.
5

2.
0

2.
5

3.
0

3.
5

4.
0

4.
5

5.
0

5.
5

6.
0

5010
0

15
0

20
0

25
0

30
0

35
0

H1
6

H1
7

H1
8

H1
9

H2
0

H2
1

H2
2

H2
3

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

国
立
大
学
の
授
業
料
減
免
等
の
推
移

 

予
算
額

 
対
象
人
数

 

20
 

20
 

20
 

25
 

40
 

96
 

11
8 

12
0 

11
6 

10
2 

0.
0

2.
0

4.
0

6.
0

05010
0

15
0

H
18

H
19

H
20

H
21

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

H
27

私
立
大
学
の
授
業
料
減
免
等
の
推
移

 

予
算
額

 
対
象
人
数

(実
績

) 

 

（
H

27
は
予
算
上
の
対
象
人
数
）

 

（
億
円
）

 
（
万
人
）

 

入
学
時
の
負
担
を
サ
ポ
ー
ト


日
本
学
生
支
援
機
構
（

）
「
給
付
型
奨
学
金
」
（
給
付
）

・
児
童
養
護
施
設
退
所
者
等
に
対
し
、
一
時
金
と
し
て

万
円
を
給
付


「
入
学
時
特
別
増
額
貸
与
奨
学
金
」
（
有
利
子
）


都
道
府
県
社
会
福
祉
協
議
会
「
生
活
福
祉
資
金
貸
付
」
（
無
利
子
）


都
道
府
県
等
「
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
」
（
無
利
子
）

給
付
型
奨
学
金
の
創
設

～
先
行
実
施
）

対
象
：
非
課
税
世
帯
で
一
定
の
学
力
・
資
質
要
件
を
満
た
す
学
生


在
籍
す
る
高
校
長
に
よ
る
推
薦

（
は
私
立
・
自
宅
外
生
と
児
童
養
護
施
設
退
所
者
等
の
み
を
対
象
）


給
付
額
：
月
額
２
～
４
万
円
（
国
公
私
別
や
通
学
形
態
に
よ
る
）

低
所
得
世
帯
は
、
無
利
子
奨
学
金
の
成
績
基
準
を
実
質
的
に
撤
廃


従
来
の
要
件
（
評
定
平
均
値

以
上
）を
満
た
さ
な
く
て
も
借
り
ら
れ
ま
す
。

基
準
を
満
た
す
全
て
の
希
望
者
に
無
利
子
奨
学
金
を
貸
与


貸
与
基
準
を
満
た
す
希
望
者
全
員
が
無
利
子
奨
学
金
を
借
り
ら
れ
る
よ
う
、
事
業

規
模
を
大
幅
に
拡
充
し
ま
す
。

有
利
子
奨
学
金
の
貸
与
利
率
の
下
限
引
き
下
げ


（
従
来
）
下
限

→
（
見
直
し
後
）


市
場
の
低
金
利
の
恩
恵
を
受
け
や
す
く
し
、
返
還
利
子
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

新
た
な
所
得
連
動
返
還
型
奨
学
金
制
度
の
導
入


返
還
月
額
が
卒
業
後
の
所
得
に
連
動
す
る
「
所
得
連
動
返
還
型
奨
学
金
制
度
」

を
導
入
し
ま
す
（

新
規
貸
与
者
よ
り
）
。

低
所
得
者
向
け
減
額
返
還
制
度
の
拡
充


返
還
が
困
難
な
方
は
、
最
長

年
間
、
返
還
月
額
を
１
２
に
減
額
し
ま
す
。


さ
ら
に
減
額
幅
を
大
き
く
す
る
制
度
改
正
も
検
討
中
で
す
。

「
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
仮
称
）
」
の
養
成
・
認
定
・
派
遣
／
相
談
窓
口
の
設
置


学
生
や
保
護
者
が
奨
学
金
を
正
し
く
理
解
し
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
高
校
等
に
「
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
仮
称
）
」
を

派
遣
。
分
か
り
や
す
い
資
料
の
作
成
・
配
付
や
相
談
窓
口
の
設
置
、
制
度
の
周
知
と
き
め
細
か
な
学
生
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

相
談
窓
口
の
設
置
な
ど

情
報
提
供
を
強
化

進
学
を
あ
き
ら
め
な
い
！
～
多
様
な
メ
ニ
ュー

で
進
学
を
後
押
し～

安
心
の
返
還
プ
ラ
ン
！
～
負
担
軽
減
策
の
大
幅
拡
充
～

～
一
億
総
活
躍
社
会
実
現
の
た
め
の
奨
学
金
事
業
の
大
幅
拡
充
～

 

趣 旨
 

①
意

欲
と

能
力

あ
る

若
者

が
経
済

的
理

由
に
よ

り
大

学
等
へ

の
進
学

を
断

念
す
る

こ
と

が
な
い

よ
う

、
進
学

を
後

押
し

し
ま

す
。

②
誰
も
が

安
心

し
て

返
還

で
き

る
よ

う
、

支
援

を
充

実
し

ま
す

。
③

安
心

し
て

奨
学

金
を

利
用

す
る

た
め

の
情
報

提
供
と

相
談

体
制
を

充
実

し
ま
す

。

最
低
返
還
月
額

円
～

年
収

万
円
以
下
の
場
合

※
事
情
に
よ
り
返
還
で
き
な
い
場
合
は
、
奨
学
金
の
返
還
期
限
を
先
延
ば
し
に
で
き
る

 
「返

還
期
限
猶
予
制
度
」も
あ
り
ま
す
。

 

高
等
教
育
進
学
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン

新
 

新
 

新
 

新
 

新
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無
利
子
奨
学
金
を
借
り
る
方
に
は
、

入
学
者
か
ら
、

所
得
連
動
返
還
型

の
制
度
が
始
ま
り
ま
す


返
還
月
額
が
卒
業
後
の
所
得
に
連
動
す
る
「
所
得
連
動
返
還
型
奨
学
金
制
度
」

を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

低
所
得
者
向
け
減
額
返
還
制
度

の
拡
充


返
還
が
困
難
な
方
は
、
最
長

年
間
、
返
還
月
額
を
１
２
に
減
額
し
ま
す
。


さ
ら
に
減
額
幅
を
大
き
く
す
る
制
度
改
正
も
検
討
中
で
す
。

低
所
得
世
帯
対
象
に
、
Ｈ
２
９
入
学
者
か
ら
、

給
付
型
奨
学
金

の
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
す


対
象
：非

課
税
世
帯
で
、
一
定
の
学
力
・資

質
要
件
を
満
た
す
学
生

年
度
は
私
立
・
自
宅
外
生
と
児
童
養
護
施
設
退
所
者
等

※
推
薦
基
準
等
の
詳
細
は
、
後
日

か
ら
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。


給
付
額
：
月
額
４
万
円
（年

額
４
８
万
円
）

・
児
童
養
護
施
設
退
所
者
等
に
対
し
、
一
時
金
と
し
て

万
円
を
給
付

進
学
を
あ
き
ら
め
な
い
！
～
多
様
な
メ
ニ
ュー

で
進
学
を
後
押
し～

安
心
の
返
還
プ
ラ
ン
！
～
負
担
軽
減
策
の
大
幅
拡
充
～

必
要
な
情
報
は
、日

本
学
生
支
援
機
構
（

）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

↓

有
利
子
奨
学
金
を
借
り
る
方
に
は
、

貸
与
利
率

の
下
限
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。


（従

来
）
下
限

→
（見

直
し
後
）


市
場
の
低
金
利
の
恩
恵
を
受
け
や
す
く
し
、
返
還
利
子
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

卒
業

後
の

返
還

月
額

は
、

例
え

ば
月

額
万

円
（
※

）
借

り
た

場
合

、
従

来
の

円
が

→
 最

低
円

か
ら

に
な

り
ま

す
注

：
年

収
万

円
以

下
の

場
合

（
※
）
私
立
・
自
宅
生
の
場
合

機
関

保
証

料
率

（
現

行
）
の

引
き

下
げ

も
検

討
中

で
す

。
給
付
の
開
始
は
進
学
後
に
な
り
ま
す
。
入
学
手
続
き
時
の
必
要
資
金
に
は
、
下
記
の
仕

組
み

を
活

用
で

き
ま

す
。

・
「

入
学

時
特

別
増

額
貸

与
奨
学
金
」
（
有
利
子
）

・
都

道
府

県
社

会
福

祉
協

議
会

「
生
活
福
祉
資
金
貸
付
」
（
無
利
子
）

・
都

道
府

県
等

「
母

子
父

子
寡

婦
福
祉
資
金
貸
付
金
」
（
無
利
子
）

平
成
２
９
年
度
に
大
学
等
へ
の
進
学
を
予
定
し
て
い
る
皆
さ
ん
は
、
以
下
の
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

低
所
得
世
帯
対
象
に
、

入
学
者
か
ら

無
利
子
奨
学
金
の
成
績
基
準

が
撤
廃

さ
れ
ま
す


従
来
、
評
定
平
均
値

以
上
を
要
件
と
し
て
い
た
無
利
子
奨
学
金
の
成
績
基
準

を
、
低
所
得
世
帯
の
学
生
に
つ
い
て
実
質
的
に
撤
廃
。
必
要
と
す
る
す
べ
て
の
学

生
が
受
給
可
能
と
な
り
ま
す
。

貸
与
基
準
を
満
た
す
全
て
の
希
望
者
が
、
無
利
子
奨
学
金
を
借
り
ら
れ
ま

す
。 

従
来
は
、
貸
与
基
準
を
満
た
し
て
い
て
も
無
利
子
奨
学
金
を
借
り
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
し
た
が
、
新
規
貸
与
人
員
を
増
や
し
、
全
て
の
希
望
者
が
借
り
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

～
一
億
総
活
躍
社
会
実
現
の
た
め
の
奨
学
金
事
業
の
大
幅
拡
充
～

 
高
等
教
育
進
学
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン

低
所
得
世
帯
対
象
に
、
給
付
型
奨
学
金

の
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
す


対
象
：非

課
税
世
帯
で
、
一
定
の
学
力
・資

質
要
件
を
満
た
す
学
生
。


在
籍
す
る
高
校
長
に
よ
る
推
薦

※
推
薦
基
準
等
の
詳
細
は
、
後
日

か
ら
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。


給
付
額
：
月
額
２
万
円
（国

立
・自

宅
）

３
万
円
（国

立
・
自
宅
外
／
私
立
・
自
宅
）

４
万
円
（私

立
・
自
宅
外
）

・児
童
養
護
施
設
退
所
者
等
に
は
別
途

万
円
の
入
学
一
時
金


給
付
規
模
：進

学
者
２
万
人

低
所
得
世
帯
対
象
に
、

入
学
者
か
ら

無
利
子
奨
学
金
の
成
績
基
準

が
撤
廃

さ
れ
ま
す


従
来
、
評
定
平
均
値

以
上
を
要
件
と
し
て
い
た
無
利
子
奨
学
金
の
成
績
基
準

を
、
低
所
得
世
帯
の
学
生
に
つ
い
て
実
質
的
に
撤
廃
。
必
要
と
す
る
す
べ
て
の
学

生
が
受
給
可
能
と
な
り
ま
す
。

貸
与
基
準
を
満
た
す
全
て
の
希
望
者
が
、
無
利
子
奨
学
金
を
借
り
ら
れ
ま

す
。 

従
来
は
、
貸
与
基
準
を
満
た
し
て
い
て
も
無
利
子
奨
学
金
を
借
り
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
し
た
が
、
新
規
貸
与
人
員
を
増
や
し
、
全
て
の
希
望
者
が
借
り
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

有
利
子
奨
学
金
を
借
り
る
方
に
は
、

貸
与
利
率

の
下
限
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。


（従

来
）
下
限

→
（見

直
し
後
）


市
場
の
低
金
利
の
恩
恵
を
受
け
や
す
く
し
、
返
還
利
子
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

無
利
子
奨
学
金
を
借
り
る
方
に
は
、

入
学
者
か
ら
、

所
得
連
動
返
還
型

の
制
度
が
始
ま
り
ま
す


返
還
月
額
が
卒
業
後
の
所
得
に
連
動
す
る
「
所
得
連
動
返
還
型
奨
学
金
制
度
」

を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

低
所
得
者
向
け
減
額
返
還
制
度

の
拡
充


返
還
が
困
難
な
方
は
、
最
長

年
間
、
返
還
月
額
を
１
２
に
減
額
し
ま
す
。


さ
ら
に
減
額
幅
を
大
き
く
す
る
制
度
改
正
も
検
討
中
で
す
。

必
要
な
情
報
は
、日

本
学
生
支
援
機
構
（

）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

↓

進
学
を
あ
き
ら
め
な
い
！
～
多
様
な
メ
ニ
ュー

で
進
学
を
後
押
し～

安
心
の
返
還
プ
ラ
ン
！
～
負
担
軽
減
策
の
大
幅
拡
充
～

平
成

年
度
に
大
学
等
へ
の
進
学
を
予
定
し
て
い
る
皆
さ
ん
は
、
以
下
の
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

給
付
の
開
始
は
進
学
後
に

な
り

ま
す

。
入

学
手

続
き

時
の

必
要

資
金

に
は

、
下

記
の

仕
組
み
を
活
用
で
き
ま
す
。

・
「
入
学
時

特
別

増
額

貸
与

奨
学

金
」

（
有

利
子

）
・
都
道
府
県
社

会
福

祉
協

議
会

「
生

活
福

祉
資

金
貸

付
」

（
無

利
子

）
・
都
道
府
県
等
「

母
子

父
子

寡
婦

福
祉

資
金

貸
付

金
」

（
無

利
子

）

卒
業

後
の

返
還

月
額

は
、

例
え

ば
月

額
万

円
（
※

）
借

り
た

場
合

、
従

来
の

円
が

→
 最

低
円

か
ら

に
な

り
ま

す
注

：
年

収
万

円
以

下
の

場
合

（
※
）
私
立
・
自
宅
生
の
場
合

機
関

保
証

料
率

（
現

行
）
の

引
き

下
げ

も
検

討
中

で
す

。

～
一
億
総
活
躍
社
会
実
現
の
た
め
の
奨
学
金
事
業
の
大
幅
拡
充
～

 
高
等
教
育
進
学
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン

入
学
時

在
学
中

卒
業
後

入
学
時
か
ら

卒
業
後
に

渡
る
き
め

細
か
い
支

援
に
よ
り

、
誰
も
が

安
心
し
て

大
学
等
で

学
べ
る
環

境
を
つ
く

り
ま
す
。

◇
こ
れ
ら
の
他
、
大
学
等
に
進
学
す
る
児
童
養
護

施
設
退
所
者
等
を
対
象
と
す
る
自
立
支
援
資
金
貸

付
制
度
（生

活
費
、
家
賃
支
援
等
）が
あ
る
。

 

◆
日
本
学
生
支
援
機
構

 
「
給
付
型
奨
学
金
」
【
給
付
】

 
・対

象
：
児
童
養
護
施
設
退
所
者
等

 
・金

額
：

24
万
円

 

◆
日
本
学
生
支
援
機
構

 
「
入
学
時
特
別
増
額
貸
与
奨
学
金
」
【
有
利
子
】

 
・対

象
：
低
所
得
世
帯

 
・金

額
：

10
/2

0/
30

/4
0/

50
万
円
よ
り
選
択

 

◆
都
道
府
県
社
会
福
祉
協
議
会

 
「
生
活
福
祉
資
金
（教

育
支
援
資
金
）
貸
付

 
（就

学
支
度
費
）
」
【
無
利
子
】

 
・対

象
：
非
課
税
世
帯
相
当

 
・金

額
：
入
学
金
相
当
（

50
万
円
以
内
）

 
◎
問
合
せ
先
：お
住
ま
い
の
市
区
町
村
の
社
会
福
祉
協
議
会
等

 

◆
都
道
府
県
等
「
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金

 
（就

学
支
度
資
金
）
」
【
無
利
子
】

 
・対

象
：
母
子
・父

子
家
庭
等

 
・金

額
：
入
学
に
際
し
必
要
な
経
費
（

37
～

59
万
円
以
内
）

 
◎
問
合
せ
先
：お
住
ま
い
の
都
道
府
県
・指

定
都
市
・中

核
市
の

 
福
祉
担
当
部
局

 

 

◆
日
本
学
生
支
援
機
構

 
「第

一
種
（
無
利
子
）奨

学
金
」

 
⇒
卒
業
後
の
本
人
の
所
得
に
連
動
し
て
返
還
月
額
を

 
 設
定
す
る
「
所
得
連
動
返
還
型
」
を
利
用
可

 
  ・
返
還
月
額
：
本
人
所
得
の

9％
 

   
（最

低
月
額

2,
00

0円
）

 
 ＊
平
成

29
年
度
新
規
貸
与
者
よ
り
適
用

 
 ◆
日
本
学
生
支
援
機
構

 
「第

二
種
（
有
利
子
）奨

学
金
」

 
⇒
返
還
利
率
は
国
の
財
投
資
金
借
入
金
利
に
連
動
し
て

 
   

   
 変
動
（
下
限

0.
01

%～
上
限

3%
）。
利
率
固
定
方
式
と

 
   

   
 利
率
見
直
し
方
式
の
い
ず
れ
か
を
選
択
可
能
。

 
 ◆
日
本
学
生
支
援
機
構

 
「第

一
種
、
第
二
種
奨
学
金
」
（共

通
）

 
⇒
減
額
返
還
制
度
（
最
長

10
年
間
、
返
還
月
額
を
１
／
２

 
   

 に
）
、
返
還
期
限
猶
予
制
度
（最

長
10
年
間
、
経
済
困

 
   

   
  難
等
の
事
由
に
よ
る
）
に
よ
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
あ
り
。

 
 ＊
減
額
返
還
制
度
に
つ
い
て
は
減
額
幅
の
更
な
る
拡
充
を

 
    

    
検
討
中
。

 
 

◇
上
記
の
ほ
か
、
地
方
公
共
団
体
が
行
う
地
方
定

着
促
進
の
た
め
の
無
利
子
奨
学
金
返
還
免
除
の

仕
組
み
が
あ
る
。
平
成

28
年

12
月
現
在

18
道
府
県

等
で
実
施
。
（詳

細
は
以
下
の

U
RL
を
参
照
） 

【日
本
学
生
支
援
機
構
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
】

ht
tp

://
w

w
w

.ja
ss

o.
go

.jp
/s

ho
ga

ku
ki

n/
ch

ih
os

hi
en

/s
os

ei
/in

de
x.

ht
m

l 

◆
日
本
学
生
支
援
機
構

 
「
給
付
型
奨
学
金
」
【給

付
】 

・対
象
：
非
課
税
世
帯

 
・金

額
：
月
額

2～
4万

円
 

◆
日
本
学
生
支
援
機
構

 
「第

一
種
（
無
利
子
）奨

学
金
」

 
・対

象
：
一
定
の
家
計
・
学
力
基
準
を
満
た
す
者

 
・金

額
：
月
額

3～
6.

4万
円

 

◆
日
本
学
生
支
援
機
構

 
「第

二
種
（
有
利
子
）奨

学
金
」

 
・対

象
：
一
定
の
家
計
・
学
力
基
準
を
満
た
す
者

 
・金

額
：
月
額

3～
12
万
円
（選

択
可
）

 

◆
国
立
大
学
・私

立
大
学
の
授
業
料
減
免

 
・対

象
：低

所
得
世
帯
等
（各

大
学
に
よ
り
異
な
る
）

 
・人

数
：
国
立

6.
1万
人
、
私
立

5.
8万

人
（

H
29
予
算
案
）

 
※
大
学
院
生
を
含
む

 
・金

額
：
各
大
学
の
授
業
料
等
の
全
額

/半
額
相
当

 

◆
都
道
府
県
社
会
福
祉
協
議
会

 
「生

活
福
祉
資
金
貸
付
（教

育
支
援
資
金
）
」
【
無
利
子
】

 
・対

象
：同

左
 

・金
額
：
月
額
最
大

9.
75
万
円
（大

学
の
場
合
）

 
 （
機
構
の
奨
学
金
優
先
。
不
足
す
る
場
合
の
み
上
乗
せ
利
用
可
。
）

 

◆
都
道
府
県
等

「
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金

 
（修

学
資
金
）
」
【
無
利
子
】

 
・対

象
：
同
左

 
・金

額
：
月
額

6.
75
～

9.
6万

円
以
内

 

大
学
等
進
学
を
後
押
し
す
る
国
の
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ

残
さ
れ
た
課
題


奨
学
金
制
度
の
効
果
の
検
証
と
手
直
し


在
学
時
の
家
計
急
変
に
対
す
る
学
生
へ
の
経
済
的
支
援


教
育
費
の
公
的
負
担
の
意
味
＝
教
育
の
公
共
性
→
大
学
は
公
共
性
と
社

会
的
貢
献
を
高
め
る
こ
と
（大

学
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
と
情
報
公
開
を
推

進
）


高
等
教
育
財
政
の
包
括
的
検
討
（機

関
補
助
と
個
人
補
助
の
組
み
合
わ

せ
、
教
育
と
研
究
の
費
用
負
担
な
ど
）
の
検
討


高
等
教
育
の
費
用
負
担
だ
け
で
な
く
、
初
中
等
教
育
や
さ
ら
に
は
医
療
・福

祉
・年

金
な
ど
の
負
担
問
題
と
合
わ
せ
た
総
合
的
な
検
討
が
必
要
。
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中学制服、高くないですか 
ー学校の私費負担を考えるー 

朝日新聞科学医療部 
錦光山雅子 

公立中学制服調査の概要 

• ３月２３日～５月、フェイスブック、ツイッターな
どのＳＮＳ（ソーシャルネットワーク）を通じ、約
１２０校分の制服価格を収集。分析して８月下
旬の紙面で紹介。提供者の大半は保護者 
 

制服価格を調べる背景 

• ２０１４年９月、千葉県銚子市の母子家庭でひ
とり娘を母親が殺害 

• 殺害のきっかけ→家賃滞納で強制退去決定 
• 家賃滞納のきっかけ→２０１２年２月、ヤミ金
融から７万６千円を借り入れ→返済で家計崩
壊 

• 千葉地裁公判での母供述「制服代など、入学
準備にお金が必要になった」 

低所得の子育て世帯の 
家計安定阻害要因、ここに焦点 

①収入面＝非正規労働、低賃金、公的手当
（児童手当、児童扶養手当など）のまとめ支給 
 
 
 
②支出面＝無視できない額の義務教育の私費
負担 
 

低所得世帯の収入の波とは 
（朝日新聞「公的手当まとめ支給」より） 

非
正
規
、
低
賃
金
、
来
た
り
来
な
か
っ
た
り
の
養

育
費
、
数
カ
月
お
き
の
ま
と
め
支
給
が
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
だ
け
で
や
り
く
り
す
る
家
計
を
非
常

に
難
し
く
さ
せ
、
偶
数
月
払
い
な
ど
の
現
象
に
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る 

生
活
保
護
受
給
世
帯
で
す
ら
、
「
他
法
他
施
策
活

用
の
原
理
」
の
影
響
で
、
ま
と
め
支
給
の
波
の
中

で
暮
ら
し
て
い
る
。
（
朝
日
新
聞
フ
ォ
ー
ラ
ム
面
よ

り
） 

第２部　報告①　中学校制服、高くないですか−学校の私費負担を考える−　錦光山雅子さん
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年
間
十
万
円
を
軽
く
超
え
る
集
金
費
。
こ
れ
に
制
服
、
体

育
着
、
部
活
費
用
な
ど
が
さ
ら
に
加
わ
る
。 

困
窮
世
帯
に
支
給
さ
れ
る
就
学
援
助
も
学
期
末
ご
と
の
「
ま
と
め
支

給
」
。
手
持
ち
の
現
金
だ
け
で
回
す
低
所
得
世
帯
の
家
計
サ
イ
ク
ル

に
対
応
で
き
て
い
な
い→

結
果
、
就
学
援
助
を
受
け
て
い
な
が
ら
滞

納
な
ど
が
生
じ
る
と
い
う
矛
盾
を
も
た
ら
す
。
政
策
的
な
効
果
が

高
ま
ら
な
い
制
度
設
計
（
朝
日
新
聞
よ
り
） 

課題のまとめ 

収入の問題 
低所得の子育て世帯は、大なり小なり波のあるキャッ
シュフローの中で家計をやりくりしている 

支出の問題 
義務教育の私費負担の問題。制服から学用品まで、
なぜこの製品をこの値段で買わなければならないの
か、どうやって選んだのかという、透明性、アカウンタ
ビリティーが、公金の扱い方に比べて圧倒的に不足 

制服を始めとする私費負担の解釈 

• 憲法２６条２項「義務教育は、これを無償とする」 
• 教育基本法の解釈につて文科省の見解 
 「この『無償』とは、子女の保護者に対しその子女
に普通教育を受けさせるにつき、その対価を徴収
しないことを定めたものであり、教育提供に対する
対価とは授業料を意味するものと認められるから、
同条項の無償とは授業料不徴収の意味と解する
のが相当である」と解するのが通例である」 
•  つまり授業料以外は有償でもＯＫ 

 

最
近
の
制
服
の
決
め
方
は
（
朝
日
新
聞
か
ら
） 

問題提起：校章問題 

制服価格調査で寄せられた保護者の声 
「学校独自の校章が制服のジャケットやジャー
ジについているので取扱店以外で買えない」 
 校章がないと、汎用性が出てきて、地元以外
の取扱い店で以外でも買える 
→例）標準型詰め襟服は 
ネットで格安で購入可 
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事例①大阪市立中学でデザイン変更 

 
 

制服が決まるまで 

２０１４年末に行われた、新制服の製造業者決
定コンペティションを経て校内で検討。 
 元々、学ランとセーラー服の標準服だったが、
「もっと質のいい制服にできないか」と保護者か
ら要望があり、２年前に新しい制服の検討を始
めた→標準型ならどこの店でも買えた詰め襟服
が、新制服にエンブレムがついたために、取扱
店でしか買えなくなった。 
 
 
 

問題提起：価格と契約問題 

制服価格調査での保護者の声 
「制服が高い。全部そろえると１０万円を超え
る」「親からの援助で何とかそろえた」 
「制服を決めてから一度も価格を見直さない。
業者もいつも同じ。競争している様子がない」 

仙台市内の中学校 

朝
日
新
聞
よ
り 

購入申込書 学校、店、メーカーの言い分 

販売業者は３店、いずれも値段がまったく同じ 
→店の言い分「値段はメーカーと学校で決めて
いる。店が勝手に値段を決められない」 
→学校の言い分「検討委員会でメーカーから値
上げを聞いて、了承した。値段は拘束はない。
店でどう決定しているかは分からない」 
→メーカーの言い分「拘束はしていない。お願
い価格という認識」 

9



契約について 
• １９９４年に、いまのデザインに変更。製造契約
は１年ごとで自動更新。検討委員会を毎年開催、
値下げや指定品の見直しを協議 

• 取材当時の教頭の話→一度契約したら業者は
変えられないと思っていた。だが、取材の質問を
受け、メーカーに再度確認したところ、デザイン
権は学校とメーカーが共同で所有していた。自
動更新だと知らなかった。もし学校がメーカーを
変えようと思ったら変えられることを知りました。 

• 勉強になりましたと感謝される→契約に関する
学校側の認識の度合いが伺われた 
 

問題提起：価格のすりあわせ 

• 制服価格調査に寄せられた保護者の声 
「なんでどの店に行っても値段が同じなのか？」
「談合しているのではないか」「カルテルではな
いのか」 

 

 
札幌市内の中学校 

• 日頃から疑問に思っていた母親が、学校関
連の支出資料一切を朝日新聞に送付 

• ２０１５年１０月、メーカー３業者が値上げ文を
送付 

• 価格は各アイテム横並び 
• ２社の文面がほとんど同じ 
• そもそも店が値段を決めるのに、なぜメー
カーが値段決定の通知を送るのか？ 
 

札幌市内の中学校 

メーカーの言い分 

• トンボ、菅公ともに「価格のすりあわせはまっ
たくしてない」 

• 中学教頭「値上げのお願い文書は学校を通
じて配布。価格については学校はノータッチ」 
 

競争が生じている地域 
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価格が比較的割安 競争・値段選択 
・安価な制服販売ができる背景 

• デザインが詰め襟、セーラー服といった、汎
用性の高いもの 

• メーカーが複数参入している 
• しかし、制服本体の値引きをおおっぴらに
やっている店はまれ。付属品（ジャージ、バッ
グなど）の値引き、無料提供は活発。メーカー
に気兼ね？ 
 
 

 
 

解決（妥当な値段）の模索 

京都府福知山市中学校の統一制服 
• 制服のデザインをおおむね統一。素材／値
段は各校の判断で決定可、５年ごとに業者を
見直し→標準クラス上下で２万９千円を実現 

福岡県春日市の制服入札 
• ３年ごとのアイテム別入札。ブレザー男子服
上下で２万７千円 

 
 
 

来年度からできる実質「値下げ」案 
①シャツなどの指定を解除 
→量販店で１０００円台のシャツ購入が可能に 
②靴やシャツはデザイン、色指定のみに 
→靴などを業者のいいなりにすると、市場に出回っ
ていないスクール品番で外堀を埋められる 
③無用な刺繡、学年別の色指定をやめる 
→お下がりが簡単に 
④学校からのアンケートに「制服の価格改善案」を
提案し続ける。 
 
 

手始めに 

①市内の学校の制服の価格を調べてみよう 
（学校の入学前の説明資料、取り扱い店のチラ
シが一時資料） 
②学校ごとの「差」を明らかにする 
③学校、議員などにデータを提供 
→北海道のある自治体では①～③の手法で提
示し、対策のきっかけに 

学校が新制服を検討し始めたら 

①「かわいい」という理由で選ばない。学校独自の
デザインはそれだけ小ロットで高くなるということを
肝に銘じる。誰目線の制服なのかをいつも頭に。 
②学校での議論は「いいもの」を「長く着る」という
ベクトルに反対しずらい。 
③業者コンペではなく、入札方式が明らかに安い 
④デザインと製造を切り分けた発注を模索すべき。
長期間の「独占」を防げる→建設業界は設計と製
造は切り分けて発注 
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学校側の問題（専門知識不足） 

• 購買のノウハウを持った職員がほとんどいな
い→競争を生み出す仕組みを知らず、言い値
で買わされている 

• 「言い値でない買い方ってあるんでしょうか」
（足立区中学校長のコメント） 

• いったん決めたデザインや指定の範囲を簡
単に変えられない 

• 購買の専門家によるアドバイズが不可欠 
 

自治体の問題（介入不足） 

• 使い込みが判明しない限り、制服を始めとす
る、保護者負担の「私費」の世界には、ノー
タッチ。各校の値段、購入品の調査すらして
いないところも。 

• 新聞報道以後、都道府県議や市町村議の質
問などを受けて独自の学校調査→議会で公
表され、大きな反響を呼んだケースも 

・議員の問い合わせに関し、調査しないと答え
た教育委員会も→議員が店を回って独自調査 

海外の取り組み 

• 英国ＣＭＡ ２０１５年１０月、各校の校長や制
服納入業者などに向けた書簡を公開。制服
の製造・販売業者を単独かごく少数に限定す
る「制限販売」の慣行を見直すよう求めた。 

• 市民団体が「学校の制服」に特化した電話調
査、教育省も同様の調査で追随。 

• →日本は？ 

ありがとうございました！ 

お問い合わせは 
kinkozan-m@asahi.com 
 
SNS 
Ｆａｃｅｂｏｏｋ : Masako Kinkozan 
Ｔｗｉｔｔｅｒ：@masakotoroji 
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第２部　報告２（１）若者／学生からの発言　土肥有理さん

13



2 
 は
じ
め
に

 
全

国
大

学
院

生
協

議
会

（
以
下

、
全

院
協

）
は

、
大

学
院
生

の
ア

ル
バ

イ
ト

・
奨

学
金
と

い
っ

た
実

態
を
把

握
す

る
た

め
に

、
毎

年
「

大
学

院
生

の
研

究
・
生

活
実

態
に

関
す

る
ア

ン
ケ
ー

ト
」

を
実

施
し

て
い

ま
す
。

今

年
は

13
回

目
に

あ
た

り
、

20
16

年
6
月

11
日

～
9
月

15
日

に
実

施
し

ま
し

た
。

ご
協

力
し
て

い
た

だ
い

た

皆
さ

ま
に

、
こ

の
場

を
借

り
て

お
礼
申

し
上

げ
ま

す
。

 
本

調
査

で
は

こ
れ

ま
で

、
ア
ル

バ
イ

ト
に

よ
る

研
究

へ
の
障

害
、

奨
学

金
と

い
う

名
の
多

額
の

借
金

、
大
学

改
革

や
厳

し
い

就
職

難
の

中
で

の
大

学
院

生
の
心

理
的

負
担

に
つ

い
て

明
ら
か

に
し

て
き

ま
し

た
。

今
年
も

次

項
よ

り
掲

載
す

る
よ

う
な

大
学

院
生
の

実
態

を
元

に
、

文
部

科
学
省

や
国

会
議

員
へ

の
要

請
を
行

い
ま

す
。

 
※

本
報

告
書

は
「

概
要

版
」

で
す

。
全

院
協

の
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
（

ht
tp

://
ze

ni
nk

yo
.b

lo
g.

sh
in

ob
i.j

p）
に

電

子
媒

体
で

も
掲

載
し

て
お

り
ま

す
。
ま

た
、

詳
細

な
「

報
告

書
」
も

、
20

16
年

12
月
中

旬
ご
ろ

に
掲

載
い

た

し
ま

す
の

で
、

そ
ち

ら
も

併
せ

て
御
覧

く
だ

さ
い

。
 

 調
査
概
要

 
（

1）
調

査
目

的
 

本
調

査
は

、
大

学
院
生

の
経
済

実
態

を
客

観
的

に
把

握
し
、

も
っ

て
大

学
院

生
の

研
究
及

び
生

活
諸

条
件
の

向
上

に
資

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て
い

る
。

20
04

年
度
か
ら

経
済
実

態
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
を

行
な

い
、

そ
れ

を
報

告
書

と
し

て
ま

と
め

て
き
た

。
今

回
の

調
査
で

13
回
目

と
な

る
。

 
（

2）
調

査
状

況
 

1.
 

20
16

年
6
月

11
日
～

9
月

15
日
に

実
施

し
た

。
 

2.
 

調
査

は
紙

媒
体

・
W

eb
両

方
で

行
い
、

57
4
名
か

ら
の

回
答

を
得
た

（
20

14
年
度

は
10

00
人
）
。
大

学

数
は

63
国
公

私
立

大
学

だ
っ
た

（
20

15
年

度
は

11
8
校
）。

 
（

3）
基

礎
的

デ
ー

タ
 

1．
男
女

比
は

男
性

56
.3
％
、

女
性

42
.7
％

、
そ

の
他

0.
3％

、
回

答
の

意
思

な
し

0.
7％

で
あ
る

。
 

2．
年
齢

構
成

は
、

20
～

24
歳

が
44

.3
％
、

25
～

29
歳
が

31
.7
％

、
30

～
34

歳
が

9.
9％

、
35

～
39

歳
が

4.
5％

、
40

歳
以
上

が
9.

6％
だ

っ
た
。

 
3 ．

学
年

は
、

修
士

課
程

1
年
（

M
1）

、
修
士

課
程

2
年
（

M
2）

、
修

士
課
程

3
年

以
上
（

M
3・

O
M
）

が
そ

れ
ぞ

れ
31

.5
％
、

24
.4
％
、

2.
6％

、
ま

た
博

士
課

程
1
年
（

D
1）

、
博

士
課

程
2
年

（
D

2）
、
博

士
課

程
3

年
（

D
3）

と
そ
れ

以
上
（

O
D
、

PD
）
が
、
そ
れ

ぞ
れ

11
.0
％

、
10

.8
％

、
9.

4％
、

7.
8％

、
0.

9％
だ

っ
た

。

ま
た

、
研

究
生

・
聴

講
生

・
科

目
等
履

修
生
は

1.
6％

だ
っ
た

。
 

4 ．
設
置

形
態

に
つ

い
て

は
、
国

立
大
学

法
人
が

63
.4
％

、
公

立
大
学
が

5.
2％

、
私
立

大
学

が
30

.7
％
、
そ
の

他
の

機
関
が

0.
7 ％

と
、
国

立
大

学
法
人

に
在

籍
す

る
大

学
院

生
か
ら

の
回

答
が

特
に

多
か

っ
た
。

 
5 ．

学
系
に

つ
い

て
は

、
人

文
社

会
系
、
社

会
科

学
系
、
理
・
工
・
農

学
系

、
医
・
歯
・
薬

学
系
、
看

護
・
保

健

学
系

、
専

門
職

大
学

院
、

そ
の

他
の

学
系

が
そ

れ
ぞ

れ
、

39
.7
％

、
41

.1
％

、
12

.4
％

、
0.

7％
、

1.
4％

、

2.
4％

、
2.

3％
だ

っ
た

。
 

6．
留
学

生
は

12
.7
％
、

社
会

人
院
生
は

16
.4
％

だ
っ

た
。

 
                

3 
 1.

 多
く
の
大
学
院
生
が
ア
ル
バ
イ
ト
に
追
わ
れ
、
研
究
に
支
障
を
感
じ
て
い
る

 
大

学
院

生
の

経
済

的
実

態
を
端

的
に

表
し

て
い

る
の

が
、
ア

ル
バ

イ
ト

の
実

態
で

あ
る
。

高
い

学
費

と
乏
し

い
奨

学
金

の
中

、
多

く
の

大
学

院
生

が
ア

ル
バ
イ

ト
に

従
事

し
、

生
活

費
や
研

究
費

、
学

費
を

ま
か

な
っ
て

い

る
。

 
 ■
週

10
時
間
以
上
の
ア
ル
バ
イ
ト
に
追
わ
れ
て
い
る
大
学
院
生
が
昨
年
よ
り
も

10
％
増

 
 大

学
院
生

全
体
の

79
.2
％

が
何

ら
か
の

ア
ル

バ
イ

ト
に

従
事

し
て
い

た
（

RA
1 、
非

常
勤

講
師

を
含
む

。
図

1）
。

こ
れ

は
昨

年
度

よ
り

も
約

10
％

の
増
加

(前
年

度
69

.0
%

)で
あ

り
、

4
人

に
3
人

以
上

の
大
学

院
生
が

ア
ル

バ
イ

ト
を

し
て

い
る

こ
と

が
明

ら
か

に
な
っ

た
。

 
ま

た
、
一

週
間

あ
た

り
の

、
従

事
し
て

い
る

ア
ル

バ
イ

ト
の

時
間
を

図
2
に

示
す

。
ア
ル

バ
イ
ト

に
従

事
す

る
大

学
院

生
の

60
.4
％
が
、
週

に
10

時
間

以
上

働
い

て
い
る

と
回
答
し
た
。
実
に
、
大
学

院
生
の

5
人
に

3
人

が
週

10
時
間

以
上

の
ア

ル
バ
イ

ト
を
行

っ
て

い
る

計
算

で
あ

る
。

 
 

 

 
図

1.
 何

ら
か
の

ア
ル

バ
イ

ト
に

従
事
す

る
大

学
院

生
の

割
合

（
R

A
、
非

常
勤

講
師

を
含
む

）
N

=5
73

 
※

「
修

士
課

程
」

は
M

1、
M

2、
M

3・
O

M
、
「

博
士

課
程

」
は

D
1、

D
2、

D
3、

「
そ

れ
以

上
」

は
O

D
、

PD
 

 

 
図

2.
 ア

ル
バ
イ

ト
（

R
A

, 非
常

勤
講
師

を
含

む
）

従
事

者
の

、
週
あ

た
り

の
ア

ル
バ

イ
ト

時
間

N
=4

54
 

 ■
大
学
院
生
の

3
人
に

1
人
が
、
ア
ル
バ
イ
ト
が
原
因
で
研
究
時
間
を
確
保
で
き
て
い
な
い

 
 ア

ル
バ
イ

ト
の

負
担

は
、

大
学

院
生
が

研
究

を
進

め
る

上
で

の
大
き

な
障

害
と

な
っ

て
い

る
。
 

「
研

究
時

間
は

充
分
に

確
保
で

き
て

い
ま

す
か

、
も

し
確
保

で
き

て
い

な
い

場
合

、
そ
の

要
因

を
教

え
て
下

さ
い

。」
と
い

う
質

問
に

対
し
て

、
「
研

究
時

間
は

十
分

に
確
保

で
き
て

い
る

」
と

い
う

回
答

は
42

.6
％

に
と

ど

ま
っ

た
。

図
3
に

示
す

通
り
、

ア
ル
バ

イ
ト

・
仕

事
に

よ
っ

て
研
究

時
間

が
確

保
で

き
て

い
な
い

と
い

う
回

答

が
多

く
、

大
学

院
生

全
体

の
34

.9
％
に

上
っ

た
。

大
学

院
生

の
3
人

に
1
人
以

上
が

、
ア

ル
バ
イ

ト
に

よ
っ

て

研
究

時
間

を
確

保
で

き
て

い
な

い
と
感

じ
て

い
る

の
で

あ
る

。
 

自
由

記
述

か
ら

も
、「

経
済

的
に

余
裕

の
あ

る
家

庭
で

暮
ら

し
て

い
る

、
あ

る
い

は
実

家
が

そ
の

よ
う

な
家

庭

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
1  

R
es

ea
rc

h 
A

ss
is

ta
nt

、
研

究
補

助
員

制
度

の
こ

と
。
大

学
教

員
の

研
究

補
助

者
と

し
て

大
学

院
生

が
雇

用
さ

れ
る

。
 

78
.2

%
82

.1
%

82
.0

%
44

.4
%

79
.2

%

21
.8

%
17

.9
%

18
.0

%
55

.6
%

20
.8

%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

修
士

課
程

博
士

課
程

そ
れ

以
上

そ
の

他

全
体

働
い
て
い

る

働
い
て
い

な
い

34
.8

%

29
.5

%

17
.0

%

4.
6%

2.
6%

6.
6%

4.
8%

10
時

間
未

満

20
時

間
未

満

30
時

間
未

満

40
時

間
未

満

50
時

間
未

満

50
時

間
以

上

時
間
が
決

ま
っ
て

い
な
い

4 
 で

あ
る

よ
う

な
学

生
し

か
、

大
学

院
で

研
究

を
続

け
る

の
は

難
し

い
。

わ
た

し
は

独
り

暮
ら

し
で

ア
ル

バ
イ

ト

を
し

な
が

ら
修

士
課

程
を

過
ご

し
た

が
、

非
常

に
生

活
が

苦
し

く
、

そ
の

ま
ま

の
生

活
で

研
究

を
続

け
る

と
い

う
人

生
設

計
は

不
可

能
だ

と
思

わ
れ

た
。

」
（

D
2、

国
立
大

学
）
と

い
っ

た
声

が
寄

せ
ら

れ
た
。

 
 

 

 
 図

3.
 研

究
時
間

を
充

分
に

確
保

で
き
て

い
な

い
理
由

N
=5

68
（
複

数
回

答
可

）
 

 
 

34
.9

%

23
.6

%

15
.3

%

13
.0

%

9.
5%

8.
1%

7.
9%

1.
2%

42
.6

%

0%
10

%
20

%
30

%
40

%
50

%

ア
ル

バ
イ

ト
・

仕
事

種
々

の
雑

務

授
業

や
研

究
会

の
多

さ

心
身

の
不

調

非
常

勤
講

師
・

TA
・

R
A

家
事

・
育

児
・

介
護

就
職

活
動

そ
の

他

研
究

時
間

は
確

保
で

き
て

い
る

5 
 ■
大
学
院
生
は
授
業
料
や
生
活
費
の
た
め
に
、
や
む
を
得
ず
ア
ル
バ
イ
ト
に
従
事
す
る

 
 ア

ル
バ

イ
ト

に
つ

い
て

は
、
大

学
院

生
が

大
学

で
の

研
究
を

継
続

す
る

た
め

に
や

む
な
く

従
事

し
て

い
る
場

合
が

多
い

。
一

例
と

し
て

、
学

外
の
ア

ル
バ

イ
ト

の
目

的
を

図
4
に

示
す

。
こ

の
図

で
は

、
91

.0
％
が

、「
生

活

費
・

学
費

・
研

究
費

を
ま

か
な

う
た
め

」
と

回
答

し
て

い
る

。
 

ま
た

、
収

入
の

不
足

や
学

費
の

負
担
が

研
究

に
与

え
る

影
響

に
つ
い

て
、
図

5
に
示

す
。「

影
響
は

な
い

」
は

33
.3
％
で

あ
る

の
に

対
し

、
66

.7
％

は
何

ら
か

の
影

響
を

受
け
て

い
る
と

回
答

し
た

。
具
体

的
な

内
容
と

し
て

は
、

「
ア

ル
バ

イ
ト
や

TA
2 な

ど
を
し

な
く
て

は
な

ら
な

い
」
が

42
.1
％

、「
研
究

の
資

料
・
書

籍
を

購
入
で

き
な

い
」

が
33

.6
％

と
続

く
。

さ
ら

に
は

、
「
授

業
料

が
払

え
な

い
・
滞

納
し
た

こ
と

が
あ

る
」

と
い

う
回
答

も
7.

9％
あ

っ
た

。
こ

の
た

め
、

多
く

の
大

学
院

生
が

、
授
業

料
の

支
払

い
や

生
活

の
た
め

の
ア

ル
バ

イ
ト

の
時

間
と
研

究

時
間

の
確

保
と

の
間

で
困

難
な

ト
レ
ー

ド
オ

フ
に

直
面

し
て

い
る
。
 

 

 
図

4.
 学

外
ア
ル

バ
イ

ト
に

従
事

す
る
大

学
院

生
の

、
ア

ル
バ

イ
ト
の

目
的

N
=4

20
（
複
数

回
答
可

）
 

 

 
図

5.
 収

入
の
不

足
や

学
費

の
負

担
が
研

究
に

与
え

る
影
響

N
=5

68
（
複

数
回

答
可

）
 

 2.
 学
費
負
担
は
重
く
、
大
学
院
生
は
奨
学
金
の
借
金
を
背
負
っ
て
い
る

 
■
授
業
料
減
免
は
未
だ
に
乏
し
く
、
大
学
院
生
は
多
額
の
授
業
料
を
支
払
っ
て
い
る

 
 日

本
は

先
進

諸
国

の
中

で
も
学

費
負

担
が

極
め

て
重

い
。
設

置
形

態
別

の
負

担
し

て
い
る

学
費

の
額

を
、
図

6
に

示
す
。
国
公

立
大

学
共

に
「

60
万
円

未
満
」
が
最

も
多
く

、
こ

れ
は

国
立

大
学
授
業
料

標
準
額
が

53
5,

80
0

円
で

あ
る

こ
と

を
鑑

み
る

と
妥

当
で

あ
る

。
し
か

し
、

私
立

大
学

に
お

い
て
は

学
費

の
重

さ
が

特
に

顕
著
で

あ

り
、

半
数

近
く
の

46
.6
％

が
、

年
60

万
円

以
上

の
学

費
を
支

払
っ
て

い
る

。
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
2  

Te
ac

hi
ng

 A
ss

is
ta

nt
。
大

学
院

生
が

学
部

学
生

等
に

対
し

実
験
・
演

習
等

の
教

育
補

助
業

務
を

行
い

、
こ

れ
に

対

し
て

給
与

を
手

当
し

、
大

学
院

生
の

処
遇

の
改

善
の

一
助

と
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
制

度
。

 

91
.0

%
40

.0
%

21
.9

%
6.

0%
5.

7%
3.

6%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

生
活

費
・

学
費
・

研
究
費

を
ま
か

な
う
た

め

自
ら

の
研

究
・
教

育
キ
ャ

リ
ア
の

た
め

将
来
に
備

え
た
貯

蓄
の
た

め

指
導
教
員

な
ど
に

頼
ま
れ

た
か
ら

社
会
人
院

生
で
あ

る

そ
の
他

42
.1

%
33

.6
%

28
.5

%
22

.7
%

16
.2

%
12

.1
%

7.
9%

4.
0%

2.
1%

33
.3

%

0%
10

%
20

%
30

%
40

%
50

%

ア
ル

バ
イ

ト
や

TA
を

し
な

く
て
は

な
ら
な

い

研
究
の
資

料
・
書

籍
を
購

入
で
き

な
い

学
会
・
研

究
会
に

行
け
な

い

調
査

・
フ

ィ
ー
ル

ド
ワ
ー

ク
に
行

け
な
い

海
外
へ
の

留
学
・

研
修
に

行
け
な

い

パ
ソ

コ
ン

・
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
環

境
を
整

備
で
き

な
い

授
業

料
が

払
え
な

い
・
滞

納
し
た

こ
と
が

あ
る

退
学
を
検

討
・
予

定
し
て

い
る

そ
の
他

影
響
は
な

い

14



2 
 は
じ
め
に

 
全

国
大

学
院

生
協

議
会

（
以
下

、
全

院
協

）
は

、
大

学
院
生

の
ア

ル
バ

イ
ト

・
奨

学
金
と

い
っ

た
実

態
を
把

握
す

る
た

め
に

、
毎

年
「

大
学

院
生

の
研

究
・
生

活
実

態
に

関
す

る
ア

ン
ケ
ー

ト
」

を
実

施
し

て
い

ま
す
。

今

年
は

13
回

目
に

あ
た

り
、

20
16

年
6
月

11
日

～
9
月

15
日

に
実

施
し

ま
し

た
。

ご
協

力
し
て

い
た

だ
い

た

皆
さ

ま
に

、
こ

の
場

を
借

り
て

お
礼
申

し
上

げ
ま

す
。

 
本

調
査

で
は

こ
れ

ま
で

、
ア
ル

バ
イ

ト
に

よ
る

研
究

へ
の
障

害
、

奨
学

金
と

い
う

名
の
多

額
の

借
金

、
大
学

改
革

や
厳

し
い

就
職

難
の

中
で

の
大

学
院

生
の
心

理
的

負
担

に
つ

い
て

明
ら
か

に
し

て
き

ま
し

た
。

今
年
も

次

項
よ

り
掲

載
す

る
よ

う
な

大
学

院
生
の

実
態

を
元

に
、

文
部

科
学
省

や
国

会
議

員
へ

の
要

請
を
行

い
ま

す
。

 
※

本
報

告
書

は
「

概
要

版
」

で
す

。
全

院
協

の
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
（

ht
tp

://
ze

ni
nk

yo
.b

lo
g.

sh
in

ob
i.j

p）
に

電

子
媒

体
で

も
掲

載
し

て
お

り
ま

す
。
ま

た
、

詳
細

な
「

報
告

書
」
も

、
20

16
年

12
月
中

旬
ご
ろ

に
掲

載
い

た

し
ま

す
の

で
、

そ
ち

ら
も

併
せ

て
御
覧

く
だ

さ
い

。
 

 調
査
概
要

 
（

1）
調

査
目

的
 

本
調

査
は

、
大

学
院
生

の
経
済

実
態

を
客

観
的

に
把

握
し
、

も
っ

て
大

学
院

生
の

研
究
及

び
生

活
諸

条
件
の

向
上

に
資

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て
い

る
。

20
04

年
度
か
ら

経
済
実

態
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
を

行
な

い
、

そ
れ

を
報

告
書

と
し

て
ま

と
め

て
き
た

。
今

回
の

調
査
で

13
回
目

と
な

る
。

 
（

2）
調

査
状

況
 

1.
 

20
16

年
6
月

11
日
～

9
月

15
日
に

実
施

し
た

。
 

2.
 

調
査

は
紙

媒
体

・
W

eb
両

方
で

行
い
、

57
4
名
か

ら
の

回
答

を
得
た

（
20

14
年
度

は
10

00
人
）
。
大

学

数
は

63
国
公

私
立

大
学

だ
っ
た

（
20

15
年

度
は

11
8
校
）。

 
（

3）
基

礎
的

デ
ー

タ
 

1．
男
女

比
は

男
性

56
.3
％
、

女
性

42
.7
％

、
そ

の
他

0.
3％

、
回

答
の

意
思

な
し

0.
7％

で
あ
る

。
 

2．
年
齢

構
成

は
、

20
～

24
歳

が
44

.3
％
、

25
～

29
歳
が

31
.7
％

、
30

～
34

歳
が

9.
9％

、
35

～
39

歳
が

4.
5％

、
40

歳
以
上

が
9.

6％
だ

っ
た
。

 
3．

学
年

は
、

修
士

課
程

1
年
（

M
1）

、
修
士

課
程

2
年
（

M
2）

、
修

士
課
程

3
年

以
上
（

M
3・

O
M
）

が
そ

れ
ぞ

れ
31

.5
％
、

24
.4
％
、

2.
6％

、
ま

た
博

士
課

程
1
年
（

D
1）

、
博

士
課

程
2
年

（
D

2）
、
博

士
課

程
3

年
（

D
3）

と
そ
れ

以
上
（

O
D
、

PD
）
が
、
そ
れ

ぞ
れ

11
.0
％

、
10

.8
％

、
9.

4％
、

7.
8％

、
0.

9％
だ

っ
た

。

ま
た

、
研

究
生

・
聴

講
生

・
科

目
等
履

修
生
は

1.
6％

だ
っ
た

。
 

4．
設
置

形
態

に
つ

い
て

は
、
国

立
大
学

法
人
が

63
.4
％

、
公

立
大
学
が

5.
2％

、
私
立

大
学

が
30

.7
％
、
そ
の

他
の

機
関
が

0.
7％

と
、
国

立
大

学
法
人

に
在

籍
す

る
大

学
院

生
か
ら

の
回

答
が

特
に

多
か

っ
た
。

 
5．

学
系
に

つ
い

て
は

、
人

文
社

会
系
、
社

会
科

学
系
、
理
・
工
・
農

学
系

、
医
・
歯
・
薬

学
系
、
看

護
・
保

健

学
系

、
専

門
職

大
学

院
、

そ
の

他
の

学
系

が
そ

れ
ぞ

れ
、

39
.7
％

、
41

.1
％

、
12

.4
％

、
0.

7％
、

1.
4％

、

2.
4％

、
2.

3％
だ

っ
た

。
 

6．
留
学

生
は

12
.7
％
、

社
会

人
院
生
は

16
.4
％

だ
っ

た
。

 
                

3 
 1.

 多
く
の
大
学
院
生
が
ア
ル
バ
イ
ト
に
追
わ
れ
、
研
究
に
支
障
を
感
じ
て
い
る

 
大

学
院

生
の

経
済

的
実

態
を
端

的
に

表
し

て
い

る
の

が
、
ア

ル
バ

イ
ト

の
実

態
で

あ
る
。

高
い

学
費

と
乏
し

い
奨

学
金

の
中

、
多

く
の

大
学

院
生

が
ア

ル
バ
イ

ト
に

従
事

し
、

生
活

費
や
研

究
費

、
学

費
を

ま
か

な
っ
て

い

る
。

 
 ■
週

10
時
間
以
上
の
ア
ル
バ
イ
ト
に
追
わ
れ
て
い
る
大
学
院
生
が
昨
年
よ
り
も

10
％
増

 
 大

学
院
生

全
体
の

79
.2
％

が
何

ら
か
の

ア
ル

バ
イ

ト
に

従
事

し
て
い

た
（

RA
1 、
非

常
勤

講
師

を
含
む

。
図

1）
。

こ
れ

は
昨

年
度

よ
り

も
約

10
％

の
増
加

(前
年

度
69

.0
%

)で
あ

り
、

4
人

に
3
人

以
上

の
大
学

院
生
が

ア
ル

バ
イ

ト
を

し
て

い
る

こ
と

が
明

ら
か

に
な
っ

た
。

 
ま

た
、
一

週
間

あ
た

り
の

、
従

事
し
て

い
る

ア
ル

バ
イ

ト
の

時
間
を

図
2
に

示
す

。
ア
ル

バ
イ
ト

に
従

事
す

る
大

学
院

生
の

60
.4
％
が
、
週

に
10

時
間

以
上

働
い

て
い
る

と
回
答

し
た
。
実
に
、
大
学

院
生
の

5
人
に

3
人

が
週

10
時
間

以
上

の
ア

ル
バ
イ

ト
を
行

っ
て

い
る

計
算

で
あ

る
。

 
 

 

 
図

1.
 何

ら
か
の

ア
ル

バ
イ

ト
に

従
事
す

る
大

学
院

生
の

割
合

（
R

A
、
非

常
勤

講
師

を
含
む

）
N

=5
73

 
※

「
修

士
課

程
」

は
M

1、
M

2、
M

3・
O

M
、
「

博
士

課
程

」
は

D
1、

D
2、

D
3、

「
そ

れ
以

上
」

は
O

D
、

PD
 

 

 
図

2.
 ア

ル
バ
イ

ト
（

R
A

,非
常

勤
講
師

を
含

む
）

従
事

者
の

、
週
あ

た
り

の
ア

ル
バ

イ
ト

時
間

N
=4

54
 

 ■
大
学
院
生
の

3
人
に

1
人
が
、
ア
ル
バ
イ
ト
が
原
因
で
研
究
時
間
を
確
保
で
き
て
い
な
い

 
 ア

ル
バ
イ

ト
の

負
担

は
、

大
学

院
生
が

研
究

を
進

め
る

上
で

の
大
き

な
障

害
と

な
っ

て
い

る
。
 

「
研

究
時

間
は

充
分
に

確
保
で

き
て

い
ま

す
か

、
も

し
確
保

で
き

て
い

な
い

場
合

、
そ
の

要
因

を
教

え
て
下

さ
い

。」
と
い

う
質

問
に

対
し
て

、
「
研

究
時

間
は

十
分

に
確
保

で
き
て

い
る

」
と

い
う

回
答

は
42

.6
％

に
と

ど

ま
っ

た
。

図
3
に

示
す

通
り
、

ア
ル
バ

イ
ト

・
仕

事
に

よ
っ

て
研
究

時
間

が
確

保
で

き
て

い
な
い

と
い

う
回

答

が
多

く
、

大
学

院
生

全
体

の
34

.9
％
に

上
っ

た
。

大
学

院
生

の
3
人

に
1
人
以

上
が

、
ア

ル
バ
イ

ト
に

よ
っ

て

研
究

時
間

を
確

保
で

き
て

い
な

い
と
感

じ
て

い
る

の
で

あ
る

。
 

自
由

記
述

か
ら

も
、「

経
済

的
に

余
裕

の
あ

る
家

庭
で

暮
ら

し
て

い
る

、
あ

る
い

は
実

家
が

そ
の

よ
う

な
家

庭

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
1  

R
es

ea
rc

h 
A

ss
is

ta
nt

、
研

究
補

助
員

制
度

の
こ

と
。
大

学
教

員
の

研
究

補
助

者
と

し
て

大
学

院
生

が
雇

用
さ

れ
る

。
 

78
.2

%
82

.1
%

82
.0

%
44

.4
%

79
.2

%

21
.8

%
17

.9
%

18
.0

%
55

.6
%

20
.8

%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

修
士

課
程

博
士

課
程

そ
れ

以
上

そ
の

他

全
体

働
い
て
い

る

働
い
て
い

な
い

34
.8

%

29
.5

%

17
.0

%

4.
6%

2.
6%

6.
6%

4.
8%

10
時

間
未

満

20
時

間
未

満

30
時

間
未

満

40
時

間
未

満

50
時

間
未

満

50
時

間
以

上

時
間
が
決

ま
っ
て

い
な
い

4 
 で

あ
る

よ
う

な
学

生
し

か
、

大
学

院
で

研
究

を
続

け
る

の
は

難
し

い
。

わ
た

し
は

独
り

暮
ら

し
で

ア
ル

バ
イ

ト

を
し

な
が

ら
修

士
課

程
を

過
ご

し
た

が
、

非
常

に
生

活
が

苦
し

く
、

そ
の

ま
ま

の
生

活
で

研
究

を
続

け
る

と
い

う
人

生
設

計
は

不
可

能
だ

と
思

わ
れ

た
。

」
（

D
2、

国
立
大

学
）
と

い
っ

た
声

が
寄

せ
ら

れ
た
。

 
 

 

 
 図

3.
 研

究
時
間

を
充

分
に

確
保

で
き
て

い
な

い
理
由

N
=5

68
（
複

数
回

答
可

）
 

 
 

34
.9

%

23
.6

%

15
.3

%

13
.0

%

9.
5%

8.
1%

7.
9%

1.
2%

42
.6

%

0%
10

%
20

%
30

%
40

%
50

%

ア
ル

バ
イ

ト
・

仕
事

種
々

の
雑

務

授
業

や
研

究
会

の
多

さ

心
身

の
不

調

非
常

勤
講

師
・

TA
・

R
A

家
事

・
育

児
・

介
護

就
職

活
動

そ
の

他

研
究

時
間

は
確

保
で

き
て

い
る

5 
 ■
大
学
院
生
は
授
業
料
や
生
活
費
の
た
め
に
、
や
む
を
得
ず
ア
ル
バ
イ
ト
に
従
事
す
る

 
 ア

ル
バ

イ
ト

に
つ

い
て

は
、
大

学
院

生
が

大
学

で
の

研
究
を

継
続

す
る

た
め

に
や

む
な
く

従
事

し
て

い
る
場

合
が

多
い

。
一

例
と

し
て

、
学

外
の
ア

ル
バ

イ
ト

の
目

的
を

図
4
に

示
す

。
こ

の
図

で
は

、
91

.0
％
が

、「
生

活

費
・

学
費

・
研

究
費

を
ま

か
な

う
た
め

」
と

回
答

し
て

い
る

。
 

ま
た

、
収

入
の

不
足

や
学

費
の

負
担
が

研
究

に
与

え
る

影
響

に
つ
い

て
、
図

5
に
示

す
。「

影
響
は

な
い

」
は

33
.3
％
で

あ
る

の
に

対
し

、
66

.7
％

は
何

ら
か

の
影

響
を

受
け
て

い
る
と

回
答

し
た

。
具
体

的
な

内
容
と

し
て

は
、

「
ア

ル
バ

イ
ト
や

TA
2 な

ど
を
し

な
く
て

は
な

ら
な

い
」
が

42
.1
％

、「
研
究

の
資

料
・
書

籍
を

購
入
で

き
な

い
」

が
33

.6
％

と
続

く
。

さ
ら

に
は

、
「
授

業
料

が
払

え
な

い
・
滞

納
し
た

こ
と

が
あ

る
」

と
い

う
回
答

も
7.

9％
あ

っ
た

。
こ

の
た

め
、

多
く

の
大

学
院

生
が

、
授
業

料
の

支
払

い
や

生
活

の
た
め

の
ア

ル
バ

イ
ト

の
時

間
と
研

究

時
間

の
確

保
と

の
間

で
困

難
な

ト
レ
ー

ド
オ

フ
に

直
面

し
て

い
る
。
 

 

 
図

4.
 学

外
ア
ル

バ
イ

ト
に

従
事

す
る
大

学
院

生
の

、
ア

ル
バ

イ
ト
の

目
的

N
=4

20
（
複
数

回
答
可

）
 

 

 
図

5.
 収

入
の
不

足
や

学
費

の
負

担
が
研

究
に

与
え

る
影
響

N
=5

68
（
複

数
回

答
可

）
 

 2.
 学
費
負
担
は
重
く
、
大
学
院
生
は
奨
学
金
の
借
金
を
背
負
っ
て
い
る

 
■
授
業
料
減
免
は
未
だ
に
乏
し
く
、
大
学
院
生
は
多
額
の
授
業
料
を
支
払
っ
て
い
る

 
 日

本
は

先
進

諸
国

の
中

で
も
学

費
負

担
が

極
め

て
重

い
。
設

置
形

態
別

の
負

担
し

て
い
る

学
費

の
額

を
、
図

6
に

示
す
。
国
公

立
大

学
共

に
「

60
万
円

未
満
」
が
最

も
多
く

、
こ

れ
は

国
立

大
学
授
業
料

標
準
額
が

53
5,

80
0

円
で

あ
る

こ
と

を
鑑

み
る

と
妥

当
で

あ
る

。
し
か

し
、

私
立

大
学

に
お

い
て
は

学
費

の
重

さ
が

特
に

顕
著
で

あ

り
、

半
数

近
く
の

46
.6
％

が
、

年
60

万
円

以
上

の
学

費
を
支

払
っ
て

い
る

。
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
2  

Te
ac

hi
ng

 A
ss

is
ta

nt
。
大

学
院

生
が

学
部

学
生

等
に

対
し

実
験
・
演

習
等

の
教

育
補

助
業

務
を

行
い

、
こ

れ
に

対

し
て

給
与

を
手

当
し

、
大

学
院

生
の

処
遇

の
改

善
の

一
助

と
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
制

度
。

 

91
.0

%
40

.0
%

21
.9

%
6.

0%
5.

7%
3.

6%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

生
活

費
・

学
費
・

研
究
費

を
ま
か

な
う
た

め

自
ら

の
研

究
・
教

育
キ
ャ

リ
ア
の

た
め

将
来
に
備

え
た
貯

蓄
の
た

め

指
導
教
員

な
ど
に

頼
ま
れ

た
か
ら

社
会
人
院

生
で
あ

る

そ
の
他

42
.1

%
33

.6
%

28
.5

%
22

.7
%

16
.2

%
12

.1
%

7.
9%

4.
0%

2.
1%

33
.3

%

0%
10

%
20

%
30

%
40

%
50

%

ア
ル

バ
イ

ト
や

TA
を

し
な

く
て
は

な
ら
な

い

研
究
の
資

料
・
書

籍
を
購

入
で
き

な
い

学
会
・
研

究
会
に

行
け
な

い

調
査
・
フ

ィ
ー
ル

ド
ワ
ー

ク
に
行

け
な
い

海
外
へ
の

留
学
・

研
修
に

行
け
な

い

パ
ソ

コ
ン

・
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
環

境
を
整

備
で
き

な
い

授
業

料
が

払
え
な

い
・
滞

納
し
た

こ
と
が

あ
る

退
学
を
検

討
・
予

定
し
て

い
る

そ
の
他

影
響
は
な

い

15



6 
 

 
図

6．
設

置
形

態
別

の
負

担
し

て
い
る

学
費

（
年

額
）

 
N
＝

57
0 

 ■
大
学
院
生
の
半
数
が
奨
学
金
を
借
入
し
、
そ
の

4
人
に

1
人
が

50
0
万
円
以
上
の
借
金

 
 給

付
型
・
貸

与
型

問
わ

ず
奨

学
金

の
利
用

経
験

が
あ

る
者

は
、
全
体

59
.6
％
で

あ
っ

た
。
ま
た

全
体
の

41
.8
％

が
「

貸
与

型
奨

学
金

を
利

用
し

て
い

る
・

利
用
し

た
こ

と
が

あ
り

、
今

後
奨
学

金
の

返
済

が
あ

る
」

と
回
答

し

て
い

た
（
以

下
、

奨
学

金
借
入

者
と

記
す

）
。

奨
学

金
借

入
者

の
借

入
総

額
を

、
図

7
に
示

す
。

半
数

近
く
の

45
.1
％
が

30
0 

万
円
以

上
の
借

入
を
し

て
い

た
上
、

5
人
に

1 
人

以
上
（

21
.9
％
）
が

50
0
万

円
以

上
の

借
入

を
、

10
人

に
1
人
（

10
.7

%
）
が

 7
00

 万
円

以
上

の
借

金
を

し
て
い

た
。
ま

た
、

10
00

万
円

以
上

の
借

入
を

し
て

い
る

院
生
も

3.
1%

お
り
、

大
学
院

生
の

借
金

の
重

さ
が

う
か
が

え
る

。
 

多
額

の
奨

学
金

を
借
り

て
い
る

大
学

院
生

は
、

返
済

に
対
す

る
不

安
を

強
く

感
じ

て
い
る

。
自

由
記

述
欄
に

は
、「
奨
学
金
の
返
済
が
不
安
。
結
婚
は
考
え
ら
れ
な
い

」（
D

1、
女
性

、
国
立

大
学

）
、「
返
済
型
奨
学
金
と
い

う
制
度
を
な
く
し
て
す
べ
て
を
給
付
型
に
し
て
欲
し
い
。
借
金
は
か
な
り
辛
い
」
（

M
3、

男
性

、
国

立
大
学
）
、

「
最
近
「
奨
学
金
の
返
済
が
困
難
」
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
目
に
す
る
。
自
分
自
身
も
返
済
が
困
難
に
な
ら

な
い
か
、
不
安
は
あ
る
」
（

M
2、

男
性

、
私

立
大

学
）

と
い
う

声
が
寄

せ
ら

れ
て

い
る

。
 

 

 
図

7.
 奨

学
金
借

入
者

の
借

入
総

額
N

=5
09

 
 

15
.4

%

6.
7%

4.
6%

3.
3%

13
.3

%

7.
4%

14
.3

%

26
.7

%

15
.4

%

62
.5

%

53
.3

%

24
.0

%

1.
9%

16
.6

%

0.
6%

16
.0

%

0.
3%

9.
1%

1.
7%

6.
9%

0%
10

%
20

%
30

%
40

%
50

%
60

%
70

%
80

%
90

%
10

0%

国
立

大
学

公
立

大
学

私
立

大
学

払
っ
て
い
な

い
20

万
円

未
満

40
万

円
未
満

60
万

円
未
満

80
万

円
未
満

10
0 万

円
未
満

10
0 万

円
以
上

分
か
ら
な
い
・
不
明

12
.1

%

21
.4

%

21
.4

%
10

.3
%

12
.9

%

5.
4%

5.
8%4.

5%
1.

3%
1.

8%
3.

1%

10
0 万

円
未

満

20
0万

円
未

満

30
0 万

円
未

満

40
0万

円
未

満

50
0 万

円
未

満

60
0万

円
未

満

70
0 万

円
未

満

80
0 万

円
未

満

90
0万

円
未

満

10
00

万
円

未
満

10
00

万
円

以
上

30
0
万
円

以
上

 
が

5
割
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 ■
借
金
が
増
え
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、
奨
学
金
を
借
り
ず
に
ア
ル
バ
イ
ト
に
従
事
す
る

 
 授

業
料
・

研
究

費
・

生
活

費
の

負
担
主

体
（
表

1）
を

み
る

と
、
授

業
料

に
関

し
て

は
奨

学
金
で

ま
か

な
う

者
が

多
い

が
、

大
学

院
生

に
と

っ
て
、

借
金

を
背

負
う

こ
と

は
当
然

大
き

な
精

神
的

負
担

を
伴
う

。
 

奨
学

金
の

返
済

に
対

す
る

不
安

か
ら
、
研
究

時
間

を
削

っ
て
ア

ル
バ
イ

ト
や

TA
・

R
A
に

従
事

す
る
者

も
多

い
。

特
に

、
研

究
費

と
生

活
費

に
関

し
て
は
「
奨

学
金

」
よ

り
も
「

ア
ル

バ
イ

ト
」「

自
ら
の
預

貯
金
」「

TA
・

R
A
」

で
ま

か
な

う
者

が
多

い
。
多
く

の
大
学

院
生

が
奨

学
金

の
借

入
を
避

け
、
ア
ル

バ
イ

ト
や

TA
・

R
A
で

研
究

時

間
を

削
っ

て
い

る
こ

と
が

う
か

が
え
る

。
ま

た
、
自
由

記
述

欄
で
も

、「
ア
ル
バ
イ
ト
に
よ
り
、
研
究
の
時
間
が

確
保
で
き
な
い
の
は
辛
い
。
し
か
し
、
奨
学
金
の
返
済
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
で
き
る
だ
け
奨
学
金
に
手
を
出

し
た
く
な
い
の
で
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（

D
2、

女
性

、
私

立
大

学
）
と
い

う
声
が

寄
せ
ら

れ
て

い
る
。

貸
与

型
奨

学
金

が
、
大

学
院

生
の

経
済
支

援
策

と
し

て
根

本
的

に
不
十

分
で

あ
る

こ
と

を
表

し
て
い

る
だ

ろ
う
。 

 
1
位

 
2
位

 
3
位

 
4
位

 
授

業
料

 
親

・
親
戚

の
所

得
 

（
56

.6
%
）

 
奨

学
金

 
（

22
.7

%
）

 
自

ら
の
預

貯
金

 
（

21
.1

%
）

 
ア

ル
バ
イ

ト
 

（
17

.7
%
）

 

研
究

費
 

ア
ル

バ
イ

ト
 

（
38

.1
%
）

 
自

ら
の
預

貯
金

 
（

30
.9

%
）

 
親

・
親
戚

の
所

得
 

（
23

.3
%
）

 
奨

学
金

 
（

21
.7

%
）

 

生
活

費
 

親
・

親
戚

の
所

得
 

（
48

.3
%
）

 
ア

ル
バ
イ

ト
 

（
44

.9
%
）

 
自

ら
の
預

貯
金

 
（

33
.0

%
）

 
TA

・
R

A
 

（
25

.5
%
）

 

表
1.

 授
業

料
、

研
究

費
、

生
活

費
の
負

担
主

体
（

複
数

回
答

可
、

N
=5

72
）

 
 3.

 大
学
院
生
の
精
神
的
負
担
は
極
め
て
重
い

 
■
学
年
が
進
む
ご
と
に
借
金
が
重
な
り
、
多
く
の
大
学
院
生
が
返
済
に
不
安
を
抱
い
て
い
る

 
 以

上
ま

で
で

示
し

た
よ

う
な
奨

学
金

と
い

う
名

の
重

い
借
金

は
、

大
学

院
生

に
大

き
な
不

安
感

を
も

た
ら
し

て
い

る
。
図

8
に

表
れ

て
い
る

よ
う
に
、
奨
学
金
借

入
経
験

者
の

86
.8
％

が
、
返

済
へ
の

不
安
に

つ
い

て
 「

か

な
り

あ
る

」
ま

た
は

「
多

少
あ

る
」

と
回

答
し
た

。
こ

れ
は

 、
過

去
の

ア
ン
ケ

ー
ト

と
 比

較
し

て
最

も
大
き

い
数

値
で

あ
る
（

20
12

 年
：

81
.7
％

、
 2

01
3 

年
：

 8
0.

4％
、

20
14

 年
：

74
.7
％

、
20

15
年
：

84
.3
％

）
。

ま
た

、
 修

士
課
程

・
博

士
課
程

・
そ
れ

以
上

と
進

む
に

つ
れ

、
不
安

が
増

大
し

て
い

る
様

子
も

読
み

取
れ

る
。
 

加
え

て
、
図

9
に
表

れ
て

い
る
よ

う
に
、
借
入

額
が

大
き

く
な
る

ほ
ど
返

済
へ

の
不

安
も

ま
た

大
き
く

な
る

。

70
0

万
円

以
上

の
借

入
を

し
て

い
る
大

学
院

生
の
、

91
.7
％

が
返
済

に
不

安
を
感

じ
て
い

る
。
大

学
院

生
が
、

社
会

に
出

る
前

に
大

き
な

借
金

を
背
負

う
こ

と
の

、
心

理
的

負
担
の

重
さ

を
示

し
て

い
る

だ
ろ
う

。
  

図
 8

. 
奨

学
金

借
入
経

験
者
の

、
奨
学

金
返

済
へ

の
不

安
（

課
程
別

）
N

=5
14

 
※

「
修

士
課

程
」

は
 M

1、
M

2、
M

3・
O

M
、
「

博
士

課
程

」
は

 D
1、

D
2、

D
3、

「
そ

れ
以

上
」

は
 O

D
、

PD
 

 

50
.8

%

54
.7

%

76
.7

%

55
.3

%

34
.7

%

32
.6

%

16
.7

%

31
.5

%

11
.0

%

9.
3%

6.
7%

10
.2

%

3.
4%

3.
5%

3.
0%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

修
士

課
程

博
士

課
程

そ
れ

以
上

全
体

か
な
り
あ

る

多
少
あ
る

あ
ま
り
な

い

ま
っ
た
く

な
い

8 
 

 
図

 9
. 
奨

学
金

借
入
経

験
者
の

、
奨
学

金
返

済
へ

の
不

安
（

借
入
額

別
）

N
=2

23

45
.1

% 63
.5

%

68
.0

%

91
.7

%

56
.1

%

37
.7

%

25
.0

% 28
.0

%

8.
3%

30
.9

%

13
.1

%

7.
7%

4.
0%

9.
9%

4.
1% 3.
8%

3.
1%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

30
0 万

円
未

満

50
0 万

円
未

満

70
0万

未
満

70
0 万

以
上

全
体

か
な

り
あ

る

多
少

あ
る

あ
ま

り
な

い

9 
 ■
研
究
の
見
通
し
だ
け
で
な
く
、
経
済
的
問
題
、
就
職
難
に
不
安
を
抱
い
て
い
る

 
 大

学
院
生

活
で

の
研

究
・

生
活

上
の
懸

念
に

つ
い

て
、

図
10

に
示

す
。「

研
究

の
見

通
し

」
（

65
.7
％
）

に
つ

づ
い

て
、「

生
活

費
・

研
究

費
の

工
面

」（
63

.4
％

）
、「

就
職

状
況

」
（

61
.7
％

）
と

な
っ

て
い

る
。
ま

た
、
「
授

業
料

の
工

面
」「

奨
学

金
の
返

済
」

の
回

答
が

そ
れ

ぞ
れ

35
.5
％

と
33

.1
％

で
あ

っ
た
こ

と
も
鑑

み
る

と
、
経

済
的

困
窮

が
大
学

院
生
に

と
っ

て
大

き
な

懸
念

事
項
と

な
っ

て
い

る
こ

と
が

示
さ
れ

て
い

る
。

当
然

奨
学

金
と

い
う

借
金

を
背

負
っ

て
い

る
こ

と
は

今
後

の
人

生
そ

の
も

の
に

つ
い

て
不

安
を

感
じ

る
こ

と
も

あ
り

、
そ

う
い

っ
た

背
景

か
ら
も
「
人

生
設

計
（

結
婚
・
出
産
・
育

児
な

ど
）
」
が

50
.0
％
と

高
く

な

っ
て

い
る

。
自

由
記

述
か
ら
も

、
「
奨
学
金
の
返
済
が
不
安
。
結
婚
は
考
え
ら
れ
な
い
。
」

（
D

1、
女

性
、

国
立

大
学

）
と

い
っ

た
声

が
寄

せ
ら
れ

た
。

 
 

 

図
10

. 
大

学
院

生
活

の
懸

念
N

=5
63

（
複

数
回

答
可

）
 

 ■
大
学
改
革
の
中
で
の
競
争
主
義
・
業
績
主
義
を
大
学
院
生
も
実
感
し
て
い
る

 
 「

大
学
院

の
成

果
主

義
・
業
績

主
義
的

な
風

潮
に

つ
い

て
ど

の
よ
う

に
感

じ
て

い
ま

す
か

。
」
と

い
う
質

問
に

対
す

る
、

課
程

別
の

回
答

を
図

11
に

示
す

。
 

「
強

く
感

じ
て

い
る

」、
ま
た
は
「
多

少
感

じ
て

い
る

」
と
回

答
し
た

大
学

院
生

は
全

体
で

 6
2.

9％
に
上

る
。

そ
の

う
ち

「
負

担
を

強
く

感
じ

て
い

る
」

が
 2

5.
5%

と
高

い
比

率
を

占
め

て
い

る
。

こ
れ

は
過

去
の

ア
ン

ケ
ー

ト
と

比
較

し
て

 
、こ

れ
ま
で

の
水

準
に

戻
っ

た
が
（

20
12

年
度
：

29
.2

%
、
20

13
年

度
：

30
.9

%
、

20
14

年
度

:2
8.

8%
、

20
15

年
度

:3
7.

5％
）
今

後
と

も
経
過

を
注
視

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。
軍

学
共

同

や
機

能
強

化
と

称
し

た
競

争
的

経
費

の
拡

大
な

ど
大

学
「

改
革

」
が

叫
ば

れ
る

中
で

、
大

学
院

生
も

成
果

主
義

・
業

績
主

義
の

流
れ

を
実

感
し
て

い
る

こ
と

が
示

唆
さ

れ
て
い

る
。
 

65
.7

%
63

.4
%

61
.7

%
50

.0
%

35
.5

%
33

.1
%

20
.8

%
18

.6
%

14
.1

%
6.

3%
1.

7% 3.
5%

0.
0%

10
.0

%
20

.0
%

30
.0

%
40

.0
%

50
.0

%
60

.0
%

70
.0

%

研
究
の
見

通
し

生
活
費
・

研
究
費

の
工
面

就
職
状
況

人
生

設
計

（
結
婚

・
出
産

・
育
児

な
ど
）

授
業
料
の

工
面

奨
学
金
の

返
済

研
究
条
件

の
悪
化

人
間

関
係

( ハ
ラ

ス
メ
ン

ト
）

失
業
・
雇

止
め

言
語

・
コ

ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ

ョ
ン
の

問
題

そ
の
他

特
に
な
し

16



6 
 

 
図

6．
設

置
形

態
別

の
負

担
し

て
い
る

学
費

（
年

額
）

 
N
＝

57
0 

 ■
大
学
院
生
の
半
数
が
奨
学
金
を
借
入
し
、
そ
の

4
人
に

1
人
が

50
0
万
円
以
上
の
借
金

 
 給

付
型
・
貸

与
型

問
わ

ず
奨

学
金

の
利
用

経
験

が
あ

る
者

は
、
全
体

59
.6
％
で

あ
っ

た
。
ま
た

全
体
の

41
.8
％

が
「

貸
与

型
奨

学
金

を
利

用
し

て
い

る
・

利
用
し

た
こ

と
が

あ
り

、
今

後
奨
学

金
の

返
済

が
あ

る
」

と
回
答

し

て
い

た
（
以

下
、

奨
学

金
借
入

者
と

記
す

）
。

奨
学

金
借

入
者

の
借

入
総

額
を

、
図

7
に
示

す
。

半
数

近
く
の

45
.1
％
が

30
0 

万
円
以

上
の
借

入
を
し

て
い
た
上
、

5
人
に

1 
人

以
上
（

21
.9
％
）
が

50
0
万

円
以

上
の

借
入

を
、

10
人

に
1
人
（

10
.7

%
）
が

 7
00

 万
円

以
上

の
借

金
を

し
て
い

た
。
ま

た
、

10
00

万
円

以
上

の
借

入
を

し
て

い
る

院
生
も

3.
1%

お
り
、

大
学
院

生
の

借
金

の
重

さ
が

う
か
が

え
る

。
 

多
額

の
奨

学
金

を
借
り

て
い
る

大
学

院
生

は
、

返
済

に
対
す

る
不

安
を

強
く

感
じ

て
い
る

。
自

由
記

述
欄
に

は
、「
奨
学
金
の
返
済
が
不
安
。
結
婚
は
考
え
ら
れ
な
い

」（
D

1、
女
性

、
国
立

大
学

）
、「
返
済
型
奨
学
金
と
い

う
制
度
を
な
く
し
て
す
べ
て
を
給
付
型
に
し
て
欲
し
い
。
借
金
は
か
な
り
辛
い
」
（

M
3、

男
性

、
国

立
大
学
）
、

「
最
近
「
奨
学
金
の
返
済
が
困
難
」
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
目
に
す
る
。
自
分
自
身
も
返
済
が
困
難
に
な
ら

な
い
か
、
不
安
は
あ
る
」
（

M
2、

男
性

、
私

立
大

学
）

と
い
う

声
が
寄

せ
ら

れ
て

い
る

。
 

 

 
図

7.
 奨

学
金
借

入
者

の
借

入
総

額
N

=5
09

 
 

15
.4

%

6.
7%

4.
6%

3.
3%

13
.3

%

7.
4%

14
.3

%

26
.7

%

15
.4

%

62
.5

%

53
.3

%

24
.0

%

1.
9%

16
.6

%

0.
6%

16
.0

%

0.
3%

9.
1%

1.
7%

6.
9%

0%
10

%
20

%
30

%
40

%
50

%
60

%
70

%
80

%
90

%
10

0%

国
立

大
学

公
立

大
学

私
立

大
学

払
っ
て
い
な

い
20

万
円

未
満

40
万

円
未
満

60
万

円
未
満

80
万

円
未
満

10
0 万

円
未
満

10
0 万

円
以
上

分
か
ら
な
い
・
不
明

12
.1

%

21
.4

%

21
.4

%
10

.3
%

12
.9

%

5.
4%

5.
8%4.

5%
1.

3%
1.

8%
3.

1%

10
0 万

円
未

満

20
0万

円
未

満

30
0 万

円
未

満

40
0万

円
未

満

50
0 万

円
未

満

60
0万

円
未

満

70
0 万

円
未

満

80
0 万

円
未

満

90
0万

円
未

満

10
00

万
円

未
満

10
00

万
円

以
上

30
0
万
円

以
上

 
が

5
割

 

7 
 ■
借
金
が
増
え
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、
奨
学
金
を
借
り
ず
に
ア
ル
バ
イ
ト
に
従
事
す
る

 
 授

業
料
・

研
究

費
・

生
活

費
の

負
担
主

体
（
表

1）
を

み
る

と
、
授

業
料

に
関

し
て

は
奨

学
金
で

ま
か

な
う

者
が

多
い

が
、

大
学

院
生

に
と

っ
て
、

借
金

を
背

負
う

こ
と

は
当
然

大
き

な
精

神
的

負
担

を
伴
う

。
 

奨
学

金
の

返
済

に
対

す
る

不
安

か
ら
、
研
究

時
間

を
削

っ
て
ア

ル
バ
イ

ト
や

TA
・

R
A
に

従
事

す
る
者

も
多

い
。

特
に

、
研

究
費

と
生

活
費

に
関

し
て
は
「
奨

学
金

」
よ

り
も
「

ア
ル

バ
イ

ト
」「

自
ら
の
預

貯
金
」「

TA
・

R
A
」

で
ま

か
な

う
者

が
多

い
。
多
く

の
大
学

院
生

が
奨

学
金

の
借

入
を
避

け
、
ア
ル

バ
イ

ト
や

TA
・

R
A
で

研
究

時

間
を

削
っ

て
い

る
こ

と
が

う
か

が
え
る

。
ま

た
、
自
由

記
述

欄
で
も

、「
ア
ル
バ
イ
ト
に
よ
り
、
研
究
の
時
間
が

確
保
で
き
な
い
の
は
辛
い
。
し
か
し
、
奨
学
金
の
返
済
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
で
き
る
だ
け
奨
学
金
に
手
を
出

し
た
く
な
い
の
で
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（

D
2、

女
性

、
私

立
大

学
）
と
い

う
声
が

寄
せ
ら

れ
て
い
る
。

貸
与

型
奨

学
金

が
、
大

学
院

生
の

経
済
支

援
策

と
し

て
根

本
的

に
不
十

分
で

あ
る

こ
と

を
表

し
て
い

る
だ

ろ
う
。 

 
1
位

 
2
位

 
3
位

 
4
位

 
授

業
料

 
親

・
親
戚

の
所

得
 

（
56

.6
%
）

 
奨

学
金

 
（

22
.7

%
）

 
自

ら
の
預

貯
金

 
（

21
.1

%
）

 
ア

ル
バ
イ

ト
 

（
17

.7
%
）

 

研
究

費
 

ア
ル

バ
イ

ト
 

（
38

.1
%
）

 
自

ら
の
預

貯
金

 
（

30
.9

%
）

 
親

・
親
戚

の
所

得
 

（
23

.3
%
）

 
奨

学
金

 
（

21
.7

%
）

 

生
活

費
 

親
・

親
戚

の
所

得
 

（
48

.3
%
）

 
ア

ル
バ
イ

ト
 

（
44

.9
%
）

 
自

ら
の
預

貯
金

 
（

33
.0

%
）

 
TA

・
R

A
 

（
25

.5
%
）

 

表
1.

 授
業

料
、

研
究

費
、

生
活

費
の
負

担
主

体
（

複
数

回
答

可
、

N
=5

72
）

 
 3.

 大
学
院
生
の
精
神
的
負
担
は
極
め
て
重
い

 
■
学
年
が
進
む
ご
と
に
借
金
が
重
な
り
、
多
く
の
大
学
院
生
が
返
済
に
不
安
を
抱
い
て
い
る

 
 以

上
ま

で
で

示
し

た
よ

う
な
奨

学
金

と
い

う
名

の
重

い
借
金

は
、

大
学

院
生

に
大

き
な
不

安
感

を
も

た
ら
し

て
い

る
。
図

8
に

表
れ

て
い
る

よ
う
に
、
奨
学
金
借

入
経
験

者
の

86
.8
％

が
、
返

済
へ
の

不
安
に

つ
い

て
 「

か

な
り

あ
る

」
ま

た
は

「
多

少
あ

る
」

と
回

答
し
た

。
こ

れ
は

 、
過

去
の

ア
ン
ケ

ー
ト

と
 比

較
し

て
最

も
大
き

い
数

値
で

あ
る
（

20
12

 年
：

81
.7
％

、
 2

01
3 

年
：

 8
0.

4％
、

20
14

 年
：

74
.7
％

、
20

15
年
：

84
.3
％

）
。

ま
た

、
 修

士
課
程

・
博

士
課
程

・
そ
れ

以
上

と
進

む
に

つ
れ

、
不
安

が
増

大
し

て
い

る
様

子
も

読
み

取
れ

る
。
 

加
え

て
、
図

9
に
表

れ
て

い
る
よ

う
に
、
借
入

額
が

大
き

く
な
る

ほ
ど
返

済
へ

の
不

安
も

ま
た

大
き
く

な
る

。

70
0

万
円

以
上

の
借

入
を

し
て

い
る
大

学
院

生
の
、

91
.7
％

が
返
済

に
不

安
を
感

じ
て
い

る
。
大

学
院

生
が
、

社
会

に
出

る
前

に
大

き
な

借
金

を
背
負

う
こ

と
の

、
心

理
的

負
担
の

重
さ

を
示

し
て

い
る

だ
ろ
う

。
  

図
 8

. 
奨

学
金

借
入
経

験
者
の

、
奨
学

金
返

済
へ

の
不

安
（

課
程
別

）
N

=5
14

 
※

「
修

士
課

程
」

は
 M

1、
M

2、
M

3・
O

M
、
「

博
士

課
程

」
は

 D
1、

D
2、

D
3、

「
そ

れ
以

上
」

は
 O

D
、

PD
 

 

50
.8

%

54
.7

%

76
.7

%

55
.3

%

34
.7

%

32
.6

%

16
.7

%

31
.5

%

11
.0

%

9.
3%

6.
7%

10
.2

%

3.
4%

3.
5%

3.
0%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

修
士

課
程

博
士

課
程

そ
れ

以
上

全
体

か
な
り
あ

る

多
少
あ
る

あ
ま
り
な

い

ま
っ
た
く

な
い

8 
 

 
図

 9
. 
奨

学
金

借
入
経

験
者
の

、
奨
学

金
返

済
へ

の
不

安
（

借
入
額

別
）

N
=2

23

45
.1

% 63
.5

%

68
.0

%

91
.7

%

56
.1

%

37
.7

%

25
.0

% 28
.0

%

8.
3%

30
.9

%

13
.1

%

7.
7%

4.
0%

9.
9%

4.
1% 3.
8%

3.
1%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

30
0万

円
未

満

50
0 万

円
未

満

70
0万

未
満

70
0 万

以
上

全
体

か
な

り
あ

る

多
少

あ
る

あ
ま

り
な

い

9 
 ■
研
究
の
見
通
し
だ
け
で
な
く
、
経
済
的
問
題
、
就
職
難
に
不
安
を
抱
い
て
い
る

 
 大

学
院
生

活
で

の
研

究
・

生
活

上
の
懸

念
に

つ
い

て
、

図
10

に
示

す
。「

研
究

の
見

通
し

」
（

65
.7
％
）

に
つ

づ
い

て
、「

生
活

費
・

研
究

費
の

工
面

」（
63

.4
％

）
、「

就
職

状
況

」
（

61
.7
％

）
と

な
っ

て
い

る
。
ま

た
、
「
授

業
料

の
工

面
」「

奨
学

金
の
返

済
」

の
回

答
が

そ
れ

ぞ
れ

35
.5
％

と
33

.1
％

で
あ

っ
た
こ

と
も
鑑

み
る

と
、
経

済
的

困
窮

が
大
学

院
生
に

と
っ

て
大

き
な

懸
念

事
項
と

な
っ

て
い

る
こ

と
が

示
さ
れ

て
い

る
。

当
然

奨
学

金
と

い
う

借
金

を
背

負
っ

て
い

る
こ

と
は

今
後

の
人

生
そ

の
も

の
に

つ
い

て
不

安
を

感
じ

る
こ

と
も

あ
り

、
そ

う
い

っ
た

背
景

か
ら
も
「
人

生
設

計
（

結
婚
・
出
産
・
育

児
な

ど
）
」
が

50
.0
％
と

高
く

な

っ
て

い
る

。
自

由
記

述
か
ら
も

、
「
奨
学
金
の
返
済
が
不
安
。
結
婚
は
考
え
ら
れ
な
い
。
」

（
D

1、
女

性
、

国
立

大
学

）
と

い
っ

た
声

が
寄

せ
ら
れ

た
。

 
 

 

図
10

. 
大

学
院

生
活

の
懸

念
N

=5
63

（
複

数
回

答
可

）
 

 ■
大
学
改
革
の
中
で
の
競
争
主
義
・
業
績
主
義
を
大
学
院
生
も
実
感
し
て
い
る

 
 「

大
学
院

の
成

果
主

義
・
業
績

主
義
的

な
風

潮
に

つ
い

て
ど

の
よ
う

に
感

じ
て

い
ま

す
か

。
」
と

い
う
質

問
に

対
す

る
、

課
程

別
の

回
答

を
図

11
に

示
す

。
 

「
強

く
感

じ
て

い
る

」、
ま
た
は
「
多

少
感

じ
て

い
る

」
と
回

答
し
た

大
学

院
生

は
全

体
で

 6
2.

9％
に
上

る
。

そ
の

う
ち

「
負

担
を

強
く

感
じ

て
い

る
」

が
 2

5.
5%

と
高

い
比

率
を

占
め

て
い

る
。

こ
れ

は
過

去
の

ア
ン

ケ
ー

ト
と

比
較

し
て

 
、こ

れ
ま
で

の
水

準
に

戻
っ

た
が
（

20
12

年
度
：

29
.2

%
、
20

13
年

度
：

30
.9

%
、

20
14

年
度

:2
8.

8%
、

20
15

年
度

:3
7.

5％
）
今

後
と

も
経
過

を
注
視

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。
軍

学
共

同

や
機

能
強

化
と

称
し

た
競

争
的

経
費

の
拡

大
な

ど
大

学
「

改
革

」
が

叫
ば

れ
る

中
で

、
大

学
院

生
も

成
果

主
義

・
業

績
主

義
の

流
れ

を
実

感
し
て

い
る

こ
と

が
示

唆
さ

れ
て
い

る
。
 

65
.7

%
63

.4
%

61
.7

%
50

.0
%

35
.5

%
33

.1
%

20
.8

%
18

.6
%

14
.1

%
6.

3%
1.

7% 3.
5%

0.
0%

10
.0

%
20

.0
%

30
.0

%
40

.0
%

50
.0

%
60

.0
%

70
.0

%

研
究
の
見

通
し

生
活
費
・

研
究
費

の
工
面

就
職
状
況

人
生

設
計

（
結
婚

・
出
産

・
育
児

な
ど
）

授
業
料
の

工
面

奨
学
金
の

返
済

研
究
条
件

の
悪
化

人
間

関
係

( ハ
ラ

ス
メ
ン

ト
）

失
業
・
雇

止
め

言
語

・
コ

ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ

ョ
ン
の

問
題

そ
の
他

特
に
な
し

17



10
 

 

自
由

記
述

か
ら

も
「
人
文
科
学
分
野
に
対
し
て
も
、
留
学
制
度
な
ど
の
面
で
何
ら
か
の
政
府
の
助
成
の

充
実
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
だ
と
感
じ
る
。
ま
た
、
長
期
的
な
教
育
が
必
要
な
分
野
が
多
い
た
め
、
そ
の

た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
も
、
併
せ
て
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
。
す
ぐ
に
成
果
が
で
て
、
そ
の
上
、
見
え
や

す
い
テ
ー
マ
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
、
学
術
研
究
が
軽
薄
化
し
て
し
ま
う
。
」

（
D
1、

男
性

、

私
立

大
学

）
と

い
っ

た
、

行
き

過
ぎ
た

競
争

・
成

果
主

義
を

危
惧
す

る
よ

う
な

声
が

寄
せ

ら
れ
た

。
 

 

 
図

 1
1.

 成
果

主
義
・

業
績

主
義

的
な
風

潮
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に
感

じ
て

い
る
か

N
＝

56
7 

※
「

修
士

課
程

」
は

M
1、

M
2、

M
3・

O
M
、「

博
士

課
程

」
は

D
1、

D
2、

D
3、

「
そ

れ
以

上
」
は

 O
D
、

PD
 

               

16
.1

%

31
.5

%

66
.0

%

11
.1

% 25
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.7
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27
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%
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%

4.
0%
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%
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% 7.
9%
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0%

11
.1

%

13
.8

%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

修
士

課
程

博
士

課
程

そ
れ

以
上

そ
の

他

全
体

負
担

を
強

く
感

じ
て

い
る

負
担

を
多

少
感

じ
て

い
る

負
担

は
あ

ま
り

感
じ

て
い

な
い

負
担

は
ほ

と
ん

ど
感

じ
て

い
な

い

11
 

 4.
 そ
の
他
の
要
点
と
し
て
、
自
由
記
述
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
声

 
■
大
学
院
生
に
と
っ
て
、
結
婚
・
出
産
・
育
児
と
研
究
の
両
立
は
困
難
を
極
め
る

 
 現

在
直

面
し

て
い

る
問

題
は

、
ラ

イ
フ

ワ
ー

ク
バ

ラ
ン

ス
。

妊
娠

・
出

産
・

育
児

と
研

究
の

両
立

で
す

。

幸
せ

な
こ

と
で

あ
る

妊
娠

・
出

産
・

育
児

を
素

直
に

喜
べ

な
い

の
は

な
ぜ

な
の

か
自

問
し

て
い

る
。

研
究

を
続

け
ら

れ
る

の
か

と
い

う
自

分
に

対
す

る
不

安
と

同
時

に
、

周
囲

か
ら

の
「

も
う

研
究

し
な

い
人

」
と

い
う

視
線

の
恐

怖
、

潜
在

的
な

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

が
あ

る
こ

と
を

実
感

し
た

。
出

産
は

博
論

が
書

け
て

か
ら

、

あ
る

い
は

就
職

が
決

ま
っ

て
か

ら
が

良
い

と
い

う
風

潮
の

根
強

さ
を

感
じ

ま
す

。
仮

に
無

事
に

出
産

で
き

て
も

、
大

学
院

生
の

子
供

は
保

育
園

に
入

り
に

く
い

た
め

、
大

学
に

保
育

施
設

が
あ

れ
ば

よ
い

の
だ

が
、

所
属

大
学

に
は

な
い

。
周

囲
の

育
児

へ
の

助
け

が
な

け
れ

ば
研

究
は

で
き

な
い

。
親

の
助

け
を

得
ら

れ
な

い
人

も
い

る
。

制
度

（
学

振
の

産
休

・
育

休
制

度
や

Ｒ
Ｐ

Ｄ
）

を
利

用
し

な
い

理
由

も
な

い
が

、
そ

の
枠

の
狭

さ
か

ら
も

わ
か

る
よ

う
に

根
本

的
解

決
に

は
な

っ
て

い
な

い
。

育
児

か
研

究
か

の
よ

う
な

二
者

択
一

を
迫

る
よ

う
な

（
大

学
）

社
会

で
は

な
く

、
院

生
の

多
様

性
を

認
め

る
（

大
学

）
社

会
に

な
っ

て
ほ

し
い

。
 

（
D
3
、

女
性

、
国

立
大

学
）

 

 

学
費

に
関

し
て

は
、

兄
弟

が
多

く
、

う
ち

3
人

が
自

宅
外

大
学

生
な

の
で

親
へ

の
負

担
が

大
き

く
、

進

学
を

許
し

て
も

ら
っ

て
い

る
と

は
い

え
非

常
に

心
苦

し
い

。
今

年
か

ら
母

は
パ

ー
ト

を
朝

～
昼

と
、

夕
～

夜
で

か
け

も
っ

て
い

る
が

、
そ

れ
は

収
入

証
明

書
に

は
出

な
い

要
素

で
、

さ
ら

に
収

入
が

極
端

に
少

な
い

と
い

う
わ

け
で

は
な

い
の

で
、

な
か

な
か

免
除

は
通

り
に

く
く

、
金

額
以

外
の

要
素

も
少

し
で

も
多

く
加

味
で

き
る

よ
う

な
構

造
に

な
る

こ
と

を
望

む
。

 

ま
た

、
経

済
的

な
見

通
し

の
悪

さ
や

親
へ

の
負

担
以

外
に

、
博

士
課

程
に

進
学

す
る

際
、

留
学

な
ど

を

し
て

研
究

に
本

腰
を

い
れ

た
い

時
期

(2
0

代
後

半
)と

出
産

適
齢

期
が

被
っ

て
い

る
こ

と
も

進
学

す
る

か
悩

ま
し

い
理

由
の

ひ
と

つ
で

あ
る

。
結

婚
は

い
つ

で
も

で
き

る
が

、
出

産
は

適
齢

期
が

あ
る

と
個

人
的

に
思

う
。

個
人

的
に

は
子

を
産

み
育

て
る

こ
と

も
昔

か
ら

考
え

て
い

た
自

己
実

現
の

道
の

ひ
と

つ
な

の
で

、
こ

ち
ら

を
選

ぶ
こ

と
に

現
時

点
で

は
な

り
そ

う
だ

。
女

性
研

究
者

に
と

っ
て

こ
れ

ば
か

り
は

仕
方

な
い

の
か

も
し

れ
な

い
。
（

M
1
、

女
性

、
国

立
大

学
）

 

 

国
立

大
学

の
改

革
が

学
生

、
教

職
員

不
在

で
、

当
局

の
委

員
会

で
決

め
ら

れ
て

お
り

、
ト

ッ
プ

ダ
ウ

ン

式
に

変
更

が
降

ろ
さ

れ
、

大
学

に
振

り
回

さ
れ

、
研

究
に

集
中

で
き

な
い

。
来

年
で

支
援

機
構

の
奨

学
金

が
終

了
す

る
の

で
、

学
費

が
払

え
る

か
不

安
。

学
費

が
高

い
。

ア
ル

バ
イ

ト
と

研
究

を
両

立
す

る
な

ら
年

間
1
0

万
位

で
な

い
と

無
理

。
ま

た
、

経
済

的
に

困
窮

し
て

い
る

場
合

の
無

料
化

の
枠

を
拡

大
し

て
も

ら
い

た
い

。
（

研
究

が
忙

し
く

、
結

婚
や

子
育

て
が

考
え

ら
れ

な
い

。
）

（
D
3
、

男
性

、
国

立
大

学
）
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 ■
人
文
社
会
学
系
に
つ
い
て
、
将
来
や
研
究
へ
の
不
安
感
は
大
き
い

 
 現

在
、

妊
娠

中
の

た
め

体
調

が
思

う
よ

う
に

安
定

せ
ず

、
研

究
が

全
く

は
か

ど
っ

て
お

ら
ず

焦
り

を
感

じ
る

。

学
振

が
あ

る
た

め
、

経
済

的
な

不
安

は
期

間
限

定
で

は
あ

る
も

の
の

解
消

さ
れ

て
い

る
が

、
今

後
研

究
を

継
続

し

て
い

く
う

え
で

、
ど

の
よ

う
に

育
児

と
研

究
を

両
立

し
て

い
く

の
か

不
安

が
常

に
あ

る
。

私
の

所
属

す
る

大
学

で

は
、

学
生

へ
の

育
児

支
援

が
全

く
な

さ
れ

て
お

ら
ず

、
具

体
的

に
何

か
し

よ
う

と
い

う
姿

勢
も

み
え

な
い

た
め

、

女
性

研
究

者
支

援
な

ど
口

先
だ

け
で

大
学

の
シ

ス
テ

ム
か

ら
否

応
に

も
排

除
さ

れ
て

い
く

よ
う

に
感

じ
る

。
 

ま
た

、
学

費
が

や
た

ら
高

い
の

が
本

当
に

困
る

。今
後

さ
ら

に
値

上
が

り
傾

向
に

い
く

の
で

は
な

い
か

と
心

配
。

一
般

的
な

稼
ぎ

の
あ

る
配

偶
者

が
い

る
た

め
に

、
授

業
料

免
除

も
な

か
な

か
認

め
ら

れ
ず

、
そ

れ
が

本
当

に
解

せ

な
い

。
私

の
研

究
費

や
授

業
料

は
、

配
偶

者
の

稼
ぎ

と
は

全
く

無
関

係
で

あ
り

、
別

会
計

な
の

に
。

今
後

子
供

の

養
育

費
な

ど
に

も
お

金
が

必
要

に
な

る
な

か
、
大

学
院

を
卒

業
す

る
ま

で
数

十
万

単
位

で
授

業
料

を
払

わ
な

く
て

は
い

け
な

い
と

思
う

と
、

心
配

に
な

る
。

人
文

系
の

軽
視

が
進

行
す

る
な

か
、

今
後

就
職

先
も

さ
ら

に
先

細
り

す

る
の

で
は

な
い

か
と

思
う

と
、

正
直

将
来

の
展

望
は

明
る

く
な

い
。

大
学

院
生

を
取

り
巻

く
状

況
は

本
当

に
厳

し

く
憂

鬱
に

な
る

が
、

全
院

協
の

こ
う

い
っ

た
活

動
は

だ
か

ら
こ

そ
価

値
が

あ
る

と
思

う
。

 

（
D
3
、

女
性

、
国

立
大

学
）

 

 院
生

間
の

経
済

格
差

を
最

近
特

に
強

く
感

じ
て

い
ま

す
。
と

り
わ

け
就

職
の

厳
し

い
人

文
社

会
科

学
系

分
野

の

場
合

、
そ

も
そ

も
経

済
的

に
余

裕
の

な
い

人
間

が
進

学
を

選
択

で
き

な
い

状
況

が
強

ま
っ

て
い

る
よ

う
に

思
い

ま

す
。

競
争

的
資

金
の

獲
得

、
資

金
の

重
点

配
分

を
掲

げ
る

現
在

の
大

学
の

戦
略

が
、

そ
う

し
た

経
済

的
な

余
裕

の

な
い

院
生

の
根

本
的

な
フ

ォ
ロ

ー
に

な
る

と
は

全
く

思
え

ま
せ

ん
。
今

の
大

学
は

大
学

院
で

学
ぶ

権
利

を
全

く
保

障
で

き
て

い
な

い
と

思
い

ま
す

。
（

O
D
、

男
性

、
国

立
大

学
）

 

 海
外

の
国

立
大

学
に

比
べ

、
日

本
の

国
立

大
学

法
人

の
授

業
料

の
高

さ
に

疑
問

を
感

じ
て

い
ま

す
。

授
業

料
、

研
究

費
用

、
生

活
費

を
確

保
す

る
た

め
に

修
士

・
博

士
課

程
を

つ
う

じ
て

学
生

支
援

機
構

か
ら

約
5
0
0

万
円

を

借
り

入
れ

ま
し

た
が

、
文

科
省

の
推

進
す

る
人

文
系

学
部

の
縮

小
・

削
減

方
針

は
将

来
の

教
員

雇
用

削
減

に
直

結

す
る

も
の

で
あ

り
、

自
分

の
研

究
領

域
で

は
定

職
に

就
く

こ
と

が
困

難
に

な
る

の
で

は
、

と
い

う
不

安
を

感
じ

て

い
ま

す
。

し
た

が
っ

て
、

借
入

金
の

返
済

も
支

障
が

生
じ

る
で

あ
ろ

う
こ

と
を

予
想

し
て

い
ま

す
。

 

（
D
3
、

女
性

、
国

立
大

学
）
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 ■
研
究
室
で
の
雑
務
が
多
く
、
研
究
時
間
が
割
か
れ
て
し
ま
う

 
 研

究
、

生
活

の
両

方
に

問
題

が
あ

る
。

生
活

上
は

や
は

り
金

銭
面

。
課

程
博

士
を

と
る

た
め

、
今

年
で

博
士

後
期

課
程

3
年

の
2

年
目

。
正

式
な

博
士

課
程

（
3

年
間

）
が

過
ぎ

れ
ば

、
奨

学
金

が
も

ら
え

な
い

の
で

、
金

銭
面

は
と

た
ん

に
苦

し
く

な
っ

た
。

な
お

、
休

学
中

で
あ

る
た

め
、

T
A

な
ど

学
内

ア
ル

バ
イ

ト

は
一

切
で

き
な

い
。

ま
た

、
非

常
勤

に
つ

い
て

は
、

本
学

は
学

内
か

ら
は

一
切

と
ら

な
い

宣
言

を
し

て
い

る
た

め
、

無
理

で
あ

る
。

本
学

は
ど

ん
な

に
優

秀
で

あ
っ

て
も

学
内

か
ら

の
採

用
（

非
常

勤
を

含
め

る
）

は
し

な
い

、
と

宣
言

し
て

い
る

。
 

 
奨

学
金

が
も

ら
え

な
く

な
っ

た
年

か
ら

、
生

活
を

切
り

詰
め

、
研

究
書

籍
は

ほ
ぼ

購
入

で
き

な
く

な
っ

た
。

学
外

ア
ル

バ
イ

ト
を

と
も

考
え

る
が

、
そ

ん
な

時
間

は
と

れ
な

い
し

、
ア

ル
バ

イ
ト

を
始

め
た

時
点

で
指

導
教

員
か

ら
指

導
し

て
も

ら
え

な
い

可
能

性
が

高
い

た
め

、
そ

の
選

択
肢

は
考

え
て

な
い

。
 

 
3

年
間

で
博

士
論

文
を

提
出

で
き

れ
ば

い
い

の
だ

ろ
う

が
、

文
系

で
は

ほ
ぼ

無
理

で
あ

る
。

私
の

先
輩

も

未
提

出
の

ま
ま

、
研

究
室

を
去

っ
た

。
ま

た
知

り
合

い
の

院
生

は
、

先
が

見
え

な
い

こ
と

と
金

銭
面

か
ら

、

博
士

論
文

提
出

に
つ

い
て

数
年

悩
ん

だ
末

に
、

つ
い

に
諦

め
て

し
ま

っ
た

。
来

年
度

か
ら

一
般

企
業

に
就

職
す

る
と

の
こ

と
。

彼
が

も
つ

技
術

は
有

益
で

あ
る

が
故

に
、

本
当

に
も

っ
た

い
な

い
と

思
っ

て
い

る
が

、

同
時

に
先

が
見

え
な

い
の

は
私

も
同

じ
で

あ
り

、
説

得
す

る
の

も
気

が
引

け
る

の
が

事
実

で
あ

る
。

実
際

、

私
自

身
も

同
じ

よ
う

に
、

研
究

職
を

目
指

し
て

い
た

こ
と

そ
の

も
の

を
い

っ
そ

忘
れ

て
し

ま
い

、
一

般
企

業
に

就
職

し
た

方
が

い
い

の
で

は
と

思
う

こ
と

が
多

々
あ

る
。

 

 
研

究
面

で
い

え
ば

、
大

学
に

通
う

も
研

究
で

き
る

時
間

が
全

く
と

れ
な

い
。

こ
れ

は
所

属
す

る
大

学
や

研
究

室
レ

ベ
ル

に
よ

る
と

思
う

。
私

の
研

究
室

で
は

、
院

生
に

自
由

は
な

い
。

特
に

最
年

長
に

は
な

い
。

大
学

で
す

る
こ

と
と

い
え

ば
、

基
本

、
“

雑
務

”
で

あ
る

。
学

部
生

の
生

活
面

ま
で

を
も

含
む

指
導

。
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
苦

手
な

学
生

が
い

れ
ば

、
そ

の
子

が
話

す
ま

で
忍

耐
強

く
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

る
な

ど
。

ま
た

、
研

究
室

イ
ベ

ン
ト

の
実

施
や

教
員

の
講

演
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
イ

ト
、

学
会

や
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
に

伴
う

旅
券

・
宿

泊
の

予
約

。
そ

の
他

。
こ

れ
ら

の
“

雑
務

”
ば

か
り

で
あ

り
、

研
究

に
関

す
る

論
文

1
本

も
読

め
る

時
間

は
与

え
て

も
ら

え
な

い
。

勉
強

は
家

で
や

れ
、

と
の

こ
と

。
修

士
課

程
で

は
そ

れ
を

実
践

で
き

て
い

た
。

そ
の

た
め

、
毎

日
の

睡
眠

時
間

は
3
～

4
時

間
だ

っ
た

。
上

記
、

雑
務

は
全

て
無

償
で

あ
る

。
金

銭
は

一
銭

も
発

生
し

て
い

な
い

。
 

 
大

学
へ

は
、

朝
か

ら
日

を
ま

た
ぐ

時
間

ま
で

滞
在

し
て

い
る

。
大

学
か

ら
帰

る
時

間
は

1
時

、
2

時
は

当

た
り

前
。

休
日

は
病

気
で

も
し

な
け

れ
ば

な
い

。
勝

手
に

休
め

ば
い

い
と

思
わ

れ
る

だ
ろ

う
が

、
研

究
室

と
し

て
活

動
し

て
い

る
以

上
、

一
人

が
勝

手
に

休
む

わ
け

に
も

い
か

な
い

し
、

最
年

長
と

な
れ

ば
な

お
さ

ら
で

あ
る

。
そ

の
た

め
、

家
と

研
究

室
と

の
往

復
で

、
友

人
と

会
う

の
で

す
ら

全
て

断
っ

て
い

る
。

こ
こ

ま
で

し
て

大
学

に
い

る
に

も
関

わ
ら

ず
、

研
究

が
進

ま
な

い
の

は
、

“
雑

務
”

が
大

き
く

占
め

て
い

る
か

ら
で

あ
る

。
こ

れ
か

ら
逃

れ
る

に
は

、
研

究
室

そ
の

も
の

を
変

更
す

る
か

、
別

の
場

所
へ

移
動

す
る

し
か

な
い

。
そ

う
な

れ
ば

、
博

士
論

文
提

出
も

先
延

ば
し

に
な

る
た

め
、

そ
れ

は
な

か
な

か
困

難
で

あ
る

。
 

（
後

略
）

（
D
3
、

女
性

、
私

立
大

学
）
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自
由

記
述

か
ら

も
「
人
文
科
学
分
野
に
対
し
て
も
、
留
学
制
度
な
ど
の
面
で
何
ら
か
の
政
府
の
助
成
の

充
実
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
だ
と
感
じ
る
。
ま
た
、
長
期
的
な
教
育
が
必
要
な
分
野
が
多
い
た
め
、
そ
の

た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
も
、
併
せ
て
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
。
す
ぐ
に
成
果
が
で
て
、
そ
の
上
、
見
え
や

す
い
テ
ー
マ
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
、
学
術
研
究
が
軽
薄
化
し
て
し
ま
う
。
」

（
D
1、

男
性

、

私
立

大
学

）
と

い
っ

た
、

行
き

過
ぎ
た

競
争

・
成

果
主

義
を

危
惧
す

る
よ

う
な

声
が

寄
せ

ら
れ
た

。
 

 

 
図

 1
1.

 成
果

主
義
・

業
績

主
義

的
な
風

潮
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に
感

じ
て

い
る
か

N
＝

56
7 

※
「

修
士

課
程

」
は

M
1、

M
2、

M
3・

O
M
、「

博
士

課
程

」
は

D
1、

D
2、

D
3、

「
そ

れ
以

上
」
は

 O
D
、

PD
 

               

16
.1

%

31
.5

%

66
.0

%

11
.1

% 25
.2

%

37
.3

%

40
.4

%

28
.0

%

55
.6

% 37
.7

%

27
.9

%

20
.2

%

4.
0%

22
.2

%

23
.3

%

18
.8

% 7.
9%

2.
0%

11
.1

%

13
.8

%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

修
士

課
程

博
士

課
程

そ
れ

以
上

そ
の

他

全
体

負
担

を
強

く
感

じ
て

い
る

負
担

を
多

少
感

じ
て

い
る

負
担

は
あ

ま
り

感
じ

て
い

な
い

負
担

は
ほ

と
ん

ど
感

じ
て

い
な

い

11
 

 4.
 そ
の
他
の
要
点
と
し
て
、
自
由
記
述
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
声

 
■
大
学
院
生
に
と
っ
て
、
結
婚
・
出
産
・
育
児
と
研
究
の
両
立
は
困
難
を
極
め
る

 
 現

在
直

面
し

て
い

る
問

題
は

、
ラ

イ
フ

ワ
ー

ク
バ

ラ
ン

ス
。

妊
娠

・
出

産
・

育
児

と
研

究
の

両
立

で
す

。

幸
せ

な
こ

と
で

あ
る

妊
娠

・
出

産
・

育
児

を
素

直
に

喜
べ

な
い

の
は

な
ぜ

な
の

か
自

問
し

て
い

る
。

研
究

を
続

け
ら

れ
る

の
か

と
い

う
自

分
に

対
す

る
不

安
と

同
時

に
、

周
囲

か
ら

の
「

も
う

研
究

し
な

い
人

」
と

い
う

視
線

の
恐

怖
、

潜
在

的
な

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

が
あ

る
こ

と
を

実
感

し
た

。
出

産
は

博
論

が
書

け
て

か
ら

、

あ
る

い
は

就
職

が
決

ま
っ

て
か

ら
が

良
い

と
い

う
風

潮
の

根
強

さ
を

感
じ

ま
す

。
仮

に
無

事
に

出
産

で
き

て
も

、
大

学
院

生
の

子
供

は
保

育
園

に
入

り
に

く
い

た
め

、
大

学
に

保
育

施
設

が
あ

れ
ば

よ
い

の
だ

が
、

所
属

大
学

に
は

な
い

。
周

囲
の

育
児

へ
の

助
け

が
な

け
れ

ば
研

究
は

で
き

な
い

。
親

の
助

け
を

得
ら

れ
な

い
人

も
い

る
。

制
度

（
学

振
の

産
休

・
育

休
制

度
や

Ｒ
Ｐ

Ｄ
）

を
利

用
し

な
い

理
由

も
な

い
が

、
そ

の
枠

の
狭

さ
か

ら
も

わ
か

る
よ

う
に

根
本

的
解

決
に

は
な

っ
て

い
な

い
。

育
児

か
研

究
か

の
よ

う
な

二
者

択
一

を
迫

る
よ

う
な

（
大

学
）

社
会

で
は

な
く

、
院

生
の

多
様

性
を

認
め

る
（

大
学

）
社

会
に

な
っ

て
ほ

し
い

。
 

（
D
3
、

女
性

、
国

立
大

学
）

 

 

学
費

に
関

し
て

は
、

兄
弟

が
多

く
、

う
ち

3
人

が
自

宅
外

大
学

生
な

の
で

親
へ

の
負

担
が

大
き

く
、

進

学
を

許
し

て
も

ら
っ

て
い

る
と

は
い

え
非

常
に

心
苦

し
い

。
今

年
か

ら
母

は
パ

ー
ト

を
朝

～
昼

と
、

夕
～

夜
で

か
け

も
っ

て
い

る
が

、
そ

れ
は

収
入

証
明

書
に

は
出

な
い

要
素

で
、

さ
ら

に
収

入
が

極
端

に
少

な
い

と
い

う
わ

け
で

は
な

い
の

で
、

な
か

な
か

免
除

は
通

り
に

く
く

、
金

額
以

外
の

要
素

も
少

し
で

も
多

く
加

味
で

き
る

よ
う

な
構

造
に

な
る

こ
と

を
望

む
。

 

ま
た

、
経

済
的

な
見

通
し

の
悪

さ
や

親
へ

の
負

担
以

外
に

、
博

士
課

程
に

進
学

す
る

際
、

留
学

な
ど

を

し
て

研
究

に
本

腰
を

い
れ

た
い

時
期

(2
0

代
後

半
)と

出
産

適
齢

期
が

被
っ

て
い

る
こ

と
も

進
学

す
る

か
悩

ま
し

い
理

由
の

ひ
と

つ
で

あ
る

。
結

婚
は

い
つ

で
も

で
き

る
が

、
出

産
は

適
齢

期
が

あ
る

と
個

人
的

に
思

う
。

個
人

的
に

は
子

を
産

み
育

て
る

こ
と

も
昔

か
ら

考
え

て
い

た
自

己
実

現
の

道
の

ひ
と

つ
な

の
で

、
こ

ち
ら

を
選

ぶ
こ

と
に

現
時

点
で

は
な

り
そ

う
だ

。
女

性
研

究
者

に
と

っ
て

こ
れ

ば
か

り
は

仕
方

な
い

の
か

も
し

れ
な

い
。
（

M
1
、

女
性

、
国

立
大

学
）

 

 

国
立

大
学

の
改

革
が

学
生

、
教

職
員

不
在

で
、

当
局

の
委

員
会

で
決

め
ら

れ
て

お
り

、
ト

ッ
プ

ダ
ウ

ン

式
に

変
更

が
降

ろ
さ

れ
、

大
学

に
振

り
回

さ
れ

、
研

究
に

集
中

で
き

な
い

。
来

年
で

支
援

機
構

の
奨

学
金

が
終

了
す

る
の

で
、

学
費

が
払

え
る

か
不

安
。

学
費

が
高

い
。

ア
ル

バ
イ

ト
と

研
究

を
両

立
す

る
な

ら
年

間
1
0

万
位

で
な

い
と

無
理

。
ま

た
、

経
済

的
に

困
窮

し
て

い
る

場
合

の
無

料
化

の
枠

を
拡

大
し

て
も

ら
い

た
い

。
（

研
究

が
忙

し
く

、
結

婚
や

子
育

て
が

考
え

ら
れ

な
い

。
）

（
D
3
、

男
性

、
国

立
大

学
）
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 ■
人
文
社
会
学
系
に
つ
い
て
、
将
来
や
研
究
へ
の
不
安
感
は
大
き
い

 
 現

在
、

妊
娠

中
の

た
め

体
調

が
思

う
よ

う
に

安
定

せ
ず

、
研

究
が

全
く

は
か

ど
っ

て
お

ら
ず

焦
り

を
感

じ
る

。

学
振

が
あ

る
た

め
、

経
済

的
な

不
安

は
期

間
限

定
で

は
あ

る
も

の
の

解
消

さ
れ

て
い

る
が

、
今

後
研

究
を

継
続

し

て
い

く
う

え
で

、
ど

の
よ

う
に

育
児

と
研

究
を

両
立

し
て

い
く

の
か

不
安

が
常

に
あ

る
。

私
の

所
属

す
る

大
学

で

は
、

学
生

へ
の

育
児

支
援

が
全

く
な

さ
れ

て
お

ら
ず

、
具

体
的

に
何

か
し

よ
う

と
い

う
姿

勢
も

み
え

な
い

た
め

、

女
性

研
究

者
支

援
な

ど
口

先
だ

け
で

大
学

の
シ

ス
テ

ム
か

ら
否

応
に

も
排

除
さ

れ
て

い
く

よ
う

に
感

じ
る

。
 

ま
た

、
学

費
が

や
た

ら
高

い
の

が
本

当
に

困
る

。今
後

さ
ら

に
値

上
が

り
傾

向
に

い
く

の
で

は
な

い
か

と
心

配
。

一
般

的
な

稼
ぎ

の
あ

る
配

偶
者

が
い

る
た

め
に

、
授

業
料

免
除

も
な

か
な

か
認

め
ら

れ
ず

、
そ

れ
が

本
当

に
解

せ

な
い

。
私

の
研

究
費

や
授

業
料

は
、

配
偶

者
の

稼
ぎ

と
は

全
く

無
関

係
で

あ
り

、
別

会
計

な
の

に
。

今
後

子
供

の

養
育

費
な

ど
に

も
お

金
が

必
要

に
な

る
な

か
、
大

学
院

を
卒

業
す

る
ま

で
数

十
万

単
位

で
授

業
料

を
払

わ
な

く
て

は
い

け
な

い
と

思
う

と
、

心
配

に
な

る
。

人
文

系
の

軽
視

が
進

行
す

る
な

か
、

今
後

就
職

先
も

さ
ら

に
先

細
り

す

る
の

で
は

な
い

か
と

思
う

と
、

正
直

将
来

の
展

望
は

明
る

く
な

い
。

大
学

院
生

を
取

り
巻

く
状

況
は

本
当

に
厳

し

く
憂

鬱
に

な
る

が
、

全
院

協
の

こ
う

い
っ

た
活

動
は

だ
か

ら
こ

そ
価

値
が

あ
る

と
思

う
。

 

（
D
3
、

女
性

、
国

立
大

学
）

 

 院
生

間
の

経
済

格
差

を
最

近
特

に
強

く
感

じ
て

い
ま

す
。
と

り
わ

け
就

職
の

厳
し

い
人

文
社

会
科

学
系

分
野

の

場
合

、
そ

も
そ

も
経

済
的

に
余

裕
の

な
い

人
間

が
進

学
を

選
択

で
き

な
い

状
況

が
強

ま
っ

て
い

る
よ

う
に

思
い

ま

す
。

競
争

的
資

金
の

獲
得

、
資

金
の

重
点

配
分

を
掲

げ
る

現
在

の
大

学
の

戦
略

が
、

そ
う

し
た

経
済

的
な

余
裕

の

な
い

院
生

の
根

本
的

な
フ

ォ
ロ

ー
に

な
る

と
は

全
く

思
え

ま
せ

ん
。
今

の
大

学
は

大
学

院
で

学
ぶ

権
利

を
全

く
保

障
で

き
て

い
な

い
と

思
い

ま
す

。
（

O
D
、

男
性

、
国

立
大

学
）

 

 海
外

の
国

立
大

学
に

比
べ

、
日

本
の

国
立

大
学

法
人

の
授

業
料

の
高

さ
に

疑
問

を
感

じ
て

い
ま

す
。

授
業

料
、

研
究

費
用

、
生

活
費

を
確

保
す

る
た

め
に

修
士

・
博

士
課

程
を

つ
う

じ
て

学
生

支
援

機
構

か
ら

約
5
0
0

万
円

を

借
り

入
れ

ま
し

た
が

、
文

科
省

の
推

進
す

る
人

文
系

学
部

の
縮

小
・

削
減

方
針

は
将

来
の

教
員

雇
用

削
減

に
直

結

す
る

も
の

で
あ

り
、

自
分

の
研

究
領

域
で

は
定

職
に

就
く

こ
と

が
困

難
に

な
る

の
で

は
、

と
い

う
不

安
を

感
じ

て

い
ま

す
。

し
た

が
っ

て
、

借
入

金
の

返
済

も
支

障
が

生
じ

る
で

あ
ろ

う
こ

と
を

予
想

し
て

い
ま

す
。

 

（
D
3
、

女
性

、
国

立
大

学
）
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 ■
研
究
室
で
の
雑
務
が
多
く
、
研
究
時
間
が
割
か
れ
て
し
ま
う

 
 研

究
、

生
活

の
両

方
に

問
題

が
あ

る
。

生
活

上
は

や
は

り
金

銭
面

。
課

程
博

士
を

と
る

た
め

、
今

年
で

博
士

後
期

課
程

3
年

の
2

年
目

。
正

式
な

博
士

課
程

（
3

年
間

）
が

過
ぎ

れ
ば

、
奨

学
金

が
も

ら
え

な
い

の
で

、
金

銭
面

は
と

た
ん

に
苦

し
く

な
っ

た
。

な
お

、
休

学
中

で
あ

る
た

め
、

T
A

な
ど

学
内

ア
ル

バ
イ

ト

は
一

切
で

き
な

い
。

ま
た

、
非

常
勤

に
つ

い
て

は
、

本
学

は
学

内
か

ら
は

一
切

と
ら

な
い

宣
言

を
し

て
い

る
た

め
、

無
理

で
あ

る
。

本
学

は
ど

ん
な

に
優

秀
で

あ
っ

て
も

学
内

か
ら

の
採

用
（

非
常

勤
を

含
め

る
）

は
し

な
い

、
と

宣
言

し
て

い
る

。
 

 
奨

学
金

が
も

ら
え

な
く

な
っ

た
年

か
ら

、
生

活
を

切
り

詰
め

、
研

究
書

籍
は

ほ
ぼ

購
入

で
き

な
く

な
っ

た
。

学
外

ア
ル

バ
イ

ト
を

と
も

考
え

る
が

、
そ

ん
な

時
間

は
と

れ
な

い
し

、
ア

ル
バ

イ
ト

を
始

め
た

時
点

で
指

導
教

員
か

ら
指

導
し

て
も

ら
え

な
い

可
能

性
が

高
い

た
め

、
そ

の
選

択
肢

は
考

え
て

な
い

。
 

 
3

年
間

で
博

士
論

文
を

提
出

で
き

れ
ば

い
い

の
だ

ろ
う

が
、

文
系

で
は

ほ
ぼ

無
理

で
あ

る
。

私
の

先
輩

も

未
提

出
の

ま
ま

、
研

究
室

を
去

っ
た

。
ま

た
知

り
合

い
の

院
生

は
、

先
が

見
え

な
い

こ
と

と
金

銭
面

か
ら

、

博
士

論
文

提
出

に
つ

い
て

数
年

悩
ん

だ
末

に
、

つ
い

に
諦

め
て

し
ま

っ
た

。
来

年
度

か
ら

一
般

企
業

に
就

職
す

る
と

の
こ

と
。

彼
が

も
つ

技
術

は
有

益
で

あ
る

が
故

に
、

本
当

に
も

っ
た

い
な

い
と

思
っ

て
い

る
が

、

同
時

に
先

が
見

え
な

い
の

は
私

も
同

じ
で

あ
り

、
説

得
す

る
の

も
気

が
引

け
る

の
が

事
実

で
あ

る
。

実
際

、

私
自

身
も

同
じ

よ
う

に
、

研
究

職
を

目
指

し
て

い
た

こ
と

そ
の

も
の

を
い

っ
そ

忘
れ

て
し

ま
い

、
一

般
企

業
に

就
職

し
た

方
が

い
い

の
で

は
と

思
う

こ
と

が
多

々
あ

る
。

 

 
研

究
面

で
い

え
ば

、
大

学
に

通
う

も
研

究
で

き
る

時
間

が
全

く
と

れ
な

い
。

こ
れ

は
所

属
す

る
大

学
や

研
究

室
レ

ベ
ル

に
よ

る
と

思
う

。
私

の
研

究
室

で
は

、
院

生
に

自
由

は
な

い
。

特
に

最
年

長
に

は
な

い
。

大
学

で
す

る
こ

と
と

い
え

ば
、

基
本

、
“

雑
務

”
で

あ
る

。
学

部
生

の
生

活
面

ま
で

を
も

含
む

指
導

。
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
苦

手
な

学
生

が
い

れ
ば

、
そ

の
子

が
話

す
ま

で
忍

耐
強

く
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

る
な

ど
。

ま
た

、
研

究
室

イ
ベ

ン
ト

の
実

施
や

教
員

の
講

演
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
イ

ト
、

学
会

や
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
に

伴
う

旅
券

・
宿

泊
の

予
約

。
そ

の
他

。
こ

れ
ら

の
“

雑
務

”
ば

か
り

で
あ

り
、

研
究

に
関

す
る

論
文

1
本

も
読

め
る

時
間

は
与

え
て

も
ら

え
な

い
。

勉
強

は
家

で
や

れ
、

と
の

こ
と

。
修

士
課

程
で

は
そ

れ
を

実
践

で
き

て
い

た
。

そ
の

た
め

、
毎

日
の

睡
眠

時
間

は
3
～

4
時

間
だ

っ
た

。
上

記
、

雑
務

は
全

て
無

償
で

あ
る

。
金

銭
は

一
銭

も
発

生
し

て
い

な
い

。
 

 
大

学
へ

は
、

朝
か

ら
日

を
ま

た
ぐ

時
間

ま
で

滞
在

し
て

い
る

。
大

学
か

ら
帰

る
時

間
は

1
時

、
2

時
は

当

た
り

前
。

休
日

は
病

気
で

も
し

な
け

れ
ば

な
い

。
勝

手
に

休
め

ば
い

い
と

思
わ

れ
る

だ
ろ

う
が

、
研

究
室

と
し

て
活

動
し

て
い

る
以

上
、

一
人

が
勝

手
に

休
む

わ
け

に
も

い
か

な
い

し
、

最
年

長
と

な
れ

ば
な

お
さ

ら
で

あ
る

。
そ

の
た

め
、

家
と

研
究

室
と

の
往

復
で

、
友

人
と

会
う

の
で

す
ら

全
て

断
っ

て
い

る
。

こ
こ

ま
で

し
て

大
学

に
い

る
に

も
関

わ
ら

ず
、

研
究

が
進

ま
な

い
の

は
、

“
雑

務
”

が
大

き
く

占
め

て
い

る
か

ら
で

あ
る

。
こ

れ
か

ら
逃

れ
る

に
は

、
研

究
室

そ
の

も
の

を
変

更
す

る
か

、
別

の
場

所
へ

移
動

す
る

し
か

な
い

。
そ

う
な

れ
ば

、
博

士
論

文
提

出
も

先
延

ば
し

に
な

る
た

め
、

そ
れ

は
な

か
な

か
困

難
で

あ
る

。
 

（
後

略
）

（
D
3
、

女
性

、
私

立
大

学
）
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 ■
現
在
の
高
等
教
育
政
策
そ
の
も
の
に
問
題
意
識
を
持
つ
大
学
院
生
も
存
在
す
る

 
 教

育
・

研
究

と
い

う
、

人
材

が
命

の
職

場
に

お
い

て
教

育
、

研
究

に
専

念
で

き
る

状
況

で
は

も
は

や
な

く
、

年
々

環
境

が
悪

化
し

て
い

く
現

状
、

改
革

に
強

い
憤

り
を

感
じ

る
。

極
め

て
一

部
の

研
究

分
野

に
集

中
投

資
を

す
る

こ
と

は
、

一
見

効
率

が
よ

い
よ

う
に

考
え

ら
れ

が
ち

だ
が

、
す

そ
野

の
広

が
り

の
な

い
、

短
期

的
な

視
野

で
の

投
資

は
長

期
的

に
は

日
本

の
研

究
水

準
の

死
滅

を
意

味
す

る
。

ど
う

あ
が

い
て

も
資

源
が

な
い

日
本

に
お

い
て

は
、

豊
か

な
人

材
こ

そ
が

生
命

線
な

の
で

は
な

い
か

。
（

O
D
、

男
性

、
国

立
大

学
）

 

 

現
在

博
士

課
程

に
在

籍
し

て
い

る
が

、
競

争
が

激
し

い
こ

と
に

不
満

は
な

い
。

し
か

し
、

過
半

数
の

も

の
が

多
く

の
奨

学
金

の
借

金
を

背
負

っ
た

ま
ま

競
争

を
強

い
ら

れ
、

人
生

を
奪

わ
れ

る
構

造
は

あ
ま

り
に

不
平

等
で

あ
る

。
政

府
は

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

の
強

化
と

世
の

中
の

発
展

の
た

め
に

博
士

課
程

人
材

を
増

員
し

て
き

た
が

、
結

果
一

方
的

に
院

生
に

多
く

の
し

わ
寄

せ
が

来
て

い
る

こ
と

は
言

う
ま

で
も

な
い

。
政

府
に

責
任

が
な

い
と

は
決

し
て

言
わ

せ
な

い
。

実
際

私
も

奨
学

金
を

7
0
0

万
円

借
り

て
博

士
課

程
に

進
ん

だ
が

、

日
々

い
く

ら
努

力
し

た
と

こ
ろ

で
将

来
に

対
す

る
不

安
、

精
神

的
苦

痛
は

消
え

る
こ

と
な

く
存

在
し

続
け

て
い

る
。

（
D
1
、

男
性

、
国

立
大

学
）

 

 

課
題

は
た

く
さ

ん
あ

る
と

思
い

ま
す

が
、

人
材

育
成

に
関

し
て

、
大

き
く

２
つ

の
こ

と
に

危
機

感
を

募

ら
せ

て
い

ま
す

。
一

つ
目

は
、

大
学

の
教

員
（

研
究

者
）

が
多

忙
で

研
究

お
よ

び
教

育
に

時
間

を
と

れ
て

い
な

い
こ

と
で

す
。

研
究

者
が

研
究

で
き

な
い

こ
と

は
そ

れ
だ

け
で

損
失

で
あ

り
ま

す
が

、
さ

ら
に

、
学

生
に

と
っ

て
、

指
導

も
あ

ま
り

受
け

ら
れ

な
い

上
に

、
研

究
者

が
研

究
す

る
背

中
を

見
ら

れ
な

い
と

い
う

の
は

、
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
低

下
を

加
速

さ
せ

ま
す

。
ま

た
、

大
学

に
残

っ
て

も
研

究
す

る
時

間
が

な
い

現
状

を
見

て
い

る
た

め
に

、
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
を

希
望

し
な

い
知

り
合

い
も

多
く

い
ま

す
。

こ
の

現
状

は
、

日
本

の
発

展
に

と
っ

て
多

大
な

損
失

を
招

く
も

の
だ

と
思

い
ま

す
。

 

も
う

ひ
と

つ
は

、
大

学
院

生
の

経
済

負
担

が
大

き
い

こ
と

で
す

。
私

自
身

、
大

学
院

に
進

学
す

る
た

め

に
学

部
生

の
と

き
に

ア
ル

バ
イ

ト
を

た
く

さ
ん

し
て

い
ま

し
た

。
そ

の
甲

斐
も

あ
っ

て
、

さ
ら

に
は

奨
学

金
を

借
り

る
こ

と
で

、
大

学
院

で
は

研
究

を
メ

イ
ン

に
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
が

、
学

部
の

勉
強

時
間

は
ア

ル
バ

イ
ト

の
分

だ
け

少
な

い
で

す
し

、
奨

学
金

の
返

済
額

は
か

な
り

大
き

く
な

っ
て

い
ま

す
。

こ
う

し
た

リ
ス

ク
を

と
っ

て
入

る
大

学
院

で
あ

り
な

が
ら

、
学

生
の

受
け

入
れ

環
境

が
整

っ
て

い
な

い
と

こ
ろ

が
多

い
と

い
う

の
が

現
状

だ
と

思
い

ま
す

。
そ

の
よ

う
な

中
で

、
さ

ら
に

大
学

院
や

博
士

課
程

進
学

者
を

増
や

そ
う

と
し

て
い

る
の

は
、

数
だ

け
に

こ
だ

わ
っ

て
い

る
よ

う
に

感
じ

ら
れ

、
理

解
に

苦
し

み
ま

す
。

諸
外

国
に

比
べ

て
博

士
号

取
得

者
が

少
な

い
状

況
を

改
善

す
る

方
向

に
進

む
に

は
、

圧
倒

的
に

財
源

や
ス

タ
ッ

フ
が

不
足

し
て

い
る

と
思

い
ま

す
。

貸
与

奨
学

金
も

、
あ

り
が

た
い

制
度

で
は

あ
り

ま
す

が
、

実
質

上
は

借
金

と
変

わ
り

ま
せ

ん
。

と
く

に
大

学
院

で
は

、
学

ぶ
だ

け
で

な
く

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

を
し

て
い

る
の

で
す

か
ら

、
給

付
型

の
奨

学
金

を
増

や
す

こ
と

が
必

要
だ

と
思

い
ま

す
。

（
D
3
、

女
性

、
国

立
大

学
）
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  お
わ
り
に

 
本

資
料

で
は

こ
こ

ま
で

、
大

学
院

生
の

経
済

的
困

窮
、

研
究

や
将

来
に

対
す

る
不

安
を

明
ら

か
に

し
て

き
ま

し
た

。
本

ア
ン

ケ
ー

ト
の

自
由

記
述

で
は

、
そ

う
い

っ
た

苦
境

や
不

満
を

訴
え

る
と

と
も

に
、

国
と

し
て

次
世

代
の

研
究

者
育

成
を

お
ざ

な
り

に
す

る
こ

と
へ

の
問

題
意

識
が

語
ら

れ
ま

し
た

。
本

資
料

を
締

め
く

く
る

に
あ

た
り

、
自

ら
の

経
済

環
境

・
研

究
環

境
に

つ
い

て
の

大
学

院
生

の
問

題
意

識
の

声
を

紹
介

し
ま

す
。
 

「
生

活
上

の
問

題
と

し
て

経
済

面
が

あ
り

ま
す

。
私

は
社

会
人

枠
で

入
学

し
ま

し
た

。
M

２
に

な
る

と
き

に
休

職
し

ま
し

た
。

職
場

は
大

学
院

は
自

己
研

鑽
＝

無
給

で
、

大
学

院
は

社
会

人
枠

で
の

入
学

の
た

め
就

労
し

て
い

る
こ

と
が

条
件

で
あ

る
た

め
一

般
(職

業
を

有
し

て
い

な
い

)に
変

更
で

き
な

い
、

よ
っ

て
T
A

や

R
A

は
で

き
な

い
と

い
わ

れ
ま

し
た

。
社

会
人

枠
の

入
試

制
度

が
で

き
て

い
る

の
は

大
変

あ
り

が
た

い
の

で

す
が

、
現

実
の

生
活

が
経

済
的

に
不

安
を

抱
え

て
の

大
学

院
生

生
活

を
送

っ
て

い
ま

す
。

卒
業

後
は

一
定

の
試

験
を

受
け

て
合

格
し

た
の

ち
に

は
企

業
に

貢
献

す
る

こ
と

と
な

る
予

定
で

す
。

大
学

か
ら

は
「

研
究

費
は

自
費

が
当

た
り

前
」

と
い

わ
れ

助
言

等
支

援
は

受
け

ら
れ

ま
せ

ん
で

し
た

。
経

済
的

不
安

の
中

勉
強

す
る

こ
と

は
い

つ
ま

で
美

徳
と

さ
れ

る
の

で
し

ょ
う

か
。

現
代

に
あ

っ
て

い
る

と
は

思
え

ま
せ

ん
。
」（

M
3
・

O
M
、

女
性

、
国

立
大

学
）
 

全
院

協
は

以
下

の
項

目
に

つ
い

て
11

月
25

日
に
文
部

科
学

省
と
財

務
省

、
2
月

1
7
日
に

国
会
議
員
・

政
党

へ
の

要
請

を
行

い
ま

す
。

よ
り

よ
い

経
済

環
境

・
研

究
環

境
の

も
と

で
大

学
院

生
が

研
究

を
行

う
こ

と
が

出
来

る
よ

う
、

ア
ン

ケ
ー

ト
で

集
ま

っ
た

大
学

院
生

の
声

や
実

態
を

、
し

っ
か

り
と

伝
え

て
い

き
ま

す
。
 

 ■
2
0
1
6

年
国

会
要

請
項

目
 

1
. 

国
際
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 ■
現
在
の
高
等
教
育
政
策
そ
の
も
の
に
問
題
意
識
を
持
つ
大
学
院
生
も
存
在
す
る

 
 教

育
・

研
究

と
い

う
、

人
材

が
命

の
職

場
に

お
い

て
教

育
、

研
究

に
専

念
で

き
る

状
況

で
は

も
は

や
な

く
、

年
々

環
境

が
悪

化
し

て
い

く
現

状
、

改
革

に
強

い
憤

り
を

感
じ

る
。

極
め

て
一

部
の

研
究

分
野

に
集

中
投

資
を

す
る

こ
と

は
、

一
見

効
率

が
よ

い
よ

う
に

考
え

ら
れ

が
ち

だ
が

、
す

そ
野

の
広

が
り

の
な

い
、

短
期

的
な

視
野

で
の

投
資

は
長

期
的

に
は

日
本

の
研

究
水

準
の

死
滅

を
意

味
す

る
。

ど
う

あ
が

い
て

も
資

源
が

な
い

日
本

に
お

い
て

は
、

豊
か

な
人

材
こ

そ
が

生
命

線
な

の
で

は
な

い
か

。
（

O
D
、

男
性

、
国

立
大

学
）

 

 

現
在

博
士

課
程

に
在

籍
し

て
い

る
が

、
競

争
が

激
し

い
こ

と
に

不
満

は
な

い
。

し
か

し
、

過
半

数
の

も

の
が

多
く

の
奨

学
金

の
借

金
を

背
負

っ
た

ま
ま

競
争

を
強

い
ら

れ
、

人
生

を
奪

わ
れ

る
構

造
は

あ
ま

り
に

不
平

等
で

あ
る

。
政

府
は

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

の
強

化
と

世
の

中
の

発
展

の
た

め
に

博
士

課
程

人
材

を
増

員
し

て
き

た
が

、
結

果
一

方
的

に
院

生
に

多
く

の
し

わ
寄

せ
が

来
て

い
る

こ
と

は
言

う
ま

で
も

な
い

。
政

府
に

責
任

が
な

い
と

は
決

し
て

言
わ

せ
な

い
。

実
際

私
も

奨
学

金
を

7
0
0

万
円

借
り

て
博

士
課

程
に

進
ん

だ
が

、

日
々

い
く

ら
努

力
し

た
と

こ
ろ

で
将

来
に

対
す

る
不

安
、

精
神

的
苦

痛
は

消
え

る
こ

と
な

く
存

在
し

続
け

て
い

る
。

（
D
1
、

男
性

、
国

立
大

学
）

 

 

課
題

は
た

く
さ

ん
あ

る
と

思
い

ま
す

が
、

人
材

育
成

に
関

し
て

、
大

き
く

２
つ

の
こ

と
に

危
機

感
を

募

ら
せ

て
い

ま
す

。
一

つ
目

は
、

大
学

の
教

員
（

研
究

者
）

が
多

忙
で

研
究

お
よ

び
教

育
に

時
間

を
と

れ
て

い
な

い
こ

と
で

す
。

研
究

者
が

研
究

で
き

な
い

こ
と

は
そ

れ
だ

け
で

損
失

で
あ

り
ま

す
が

、
さ

ら
に

、
学

生
に

と
っ

て
、

指
導

も
あ

ま
り

受
け

ら
れ

な
い

上
に

、
研

究
者

が
研

究
す

る
背

中
を

見
ら

れ
な

い
と

い
う

の
は

、
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
低

下
を

加
速

さ
せ

ま
す

。
ま

た
、

大
学

に
残

っ
て

も
研

究
す

る
時

間
が

な
い

現
状

を
見

て
い

る
た

め
に

、
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
を

希
望

し
な

い
知

り
合

い
も

多
く

い
ま

す
。

こ
の

現
状

は
、

日
本

の
発

展
に

と
っ

て
多

大
な

損
失

を
招

く
も

の
だ

と
思

い
ま

す
。

 

も
う

ひ
と

つ
は

、
大

学
院

生
の

経
済

負
担

が
大

き
い

こ
と

で
す

。
私

自
身

、
大

学
院

に
進

学
す

る
た

め

に
学

部
生

の
と

き
に

ア
ル

バ
イ

ト
を

た
く

さ
ん

し
て

い
ま

し
た

。
そ

の
甲

斐
も

あ
っ

て
、

さ
ら

に
は

奨
学

金
を

借
り

る
こ

と
で

、
大

学
院

で
は

研
究

を
メ

イ
ン

に
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
が

、
学

部
の

勉
強

時
間

は
ア

ル
バ

イ
ト

の
分

だ
け

少
な

い
で

す
し

、
奨

学
金

の
返

済
額

は
か

な
り

大
き

く
な

っ
て

い
ま

す
。

こ
う

し
た

リ
ス

ク
を

と
っ

て
入

る
大

学
院

で
あ

り
な

が
ら

、
学

生
の

受
け

入
れ

環
境

が
整

っ
て

い
な

い
と

こ
ろ

が
多

い
と

い
う

の
が

現
状

だ
と

思
い

ま
す

。
そ

の
よ

う
な

中
で

、
さ

ら
に

大
学

院
や

博
士

課
程

進
学

者
を

増
や

そ
う

と
し

て
い

る
の

は
、

数
だ

け
に

こ
だ

わ
っ

て
い

る
よ

う
に

感
じ

ら
れ

、
理

解
に

苦
し

み
ま

す
。

諸
外

国
に

比
べ

て
博

士
号

取
得

者
が

少
な

い
状

況
を

改
善

す
る

方
向

に
進

む
に

は
、

圧
倒

的
に

財
源

や
ス

タ
ッ

フ
が

不
足

し
て

い
る

と
思

い
ま

す
。

貸
与

奨
学

金
も

、
あ

り
が

た
い

制
度

で
は

あ
り

ま
す

が
、

実
質

上
は

借
金

と
変

わ
り

ま
せ

ん
。

と
く

に
大

学
院

で
は

、
学

ぶ
だ

け
で

な
く

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

を
し

て
い

る
の

で
す

か
ら

、
給

付
型

の
奨

学
金

を
増

や
す

こ
と

が
必

要
だ

と
思

い
ま

す
。

（
D
3
、

女
性

、
国

立
大

学
）
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  お
わ
り
に

 
本

資
料

で
は

こ
こ

ま
で

、
大

学
院

生
の

経
済

的
困

窮
、

研
究

や
将

来
に

対
す

る
不

安
を

明
ら

か
に

し
て

き
ま

し
た

。
本

ア
ン

ケ
ー

ト
の

自
由

記
述

で
は

、
そ

う
い

っ
た

苦
境

や
不

満
を

訴
え

る
と

と
も

に
、

国
と

し
て

次
世

代
の

研
究

者
育

成
を

お
ざ

な
り

に
す

る
こ

と
へ

の
問

題
意

識
が

語
ら

れ
ま

し
た

。
本

資
料

を
締

め
く

く
る

に
あ

た
り

、
自

ら
の

経
済

環
境

・
研

究
環

境
に

つ
い

て
の

大
学

院
生

の
問

題
意

識
の

声
を

紹
介

し
ま

す
。
 

「
生

活
上

の
問

題
と

し
て

経
済

面
が

あ
り

ま
す

。
私

は
社

会
人

枠
で

入
学

し
ま

し
た

。
M

２
に

な
る

と
き

に
休

職
し

ま
し

た
。

職
場

は
大

学
院

は
自

己
研

鑽
＝

無
給

で
、

大
学

院
は

社
会

人
枠

で
の

入
学

の
た

め
就

労
し

て
い

る
こ

と
が

条
件

で
あ

る
た

め
一

般
(職

業
を

有
し

て
い

な
い

)に
変

更
で

き
な

い
、

よ
っ

て
T
A

や

R
A

は
で

き
な

い
と

い
わ

れ
ま

し
た

。
社

会
人

枠
の

入
試

制
度

が
で

き
て

い
る

の
は

大
変

あ
り

が
た

い
の

で

す
が

、
現

実
の

生
活

が
経

済
的

に
不

安
を

抱
え

て
の

大
学

院
生

生
活

を
送

っ
て

い
ま

す
。

卒
業

後
は

一
定

の
試

験
を

受
け

て
合

格
し

た
の

ち
に

は
企

業
に

貢
献

す
る

こ
と

と
な

る
予

定
で

す
。

大
学

か
ら

は
「

研
究

費
は

自
費

が
当

た
り

前
」

と
い

わ
れ

助
言

等
支

援
は

受
け

ら
れ

ま
せ

ん
で

し
た

。
経

済
的

不
安

の
中

勉
強

す
る

こ
と

は
い

つ
ま

で
美

徳
と

さ
れ

る
の

で
し

ょ
う

か
。

現
代

に
あ

っ
て

い
る

と
は

思
え

ま
せ

ん
。
」（

M
3
・

O
M
、

女
性

、
国

立
大

学
）
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。
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が
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、
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。
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１）「給付型」創設を青年層の貧困化を進める「高学費と学資ローン」を変える第一歩に 
「返還猶予上限 5 年から 10 年、延滞金年利 10％から 5％」

へと制度改善がなされて以降、運動が全国化して労福協・全

国会議が集約した署名は 304 万筆を超え、参院選で争点化し

ていく中で、「給付型奨学金」創設へと前進した。 
12 月 22 日閣議決定された来年度政府予算案で「給付型奨

学金」が盛り込まれた。ＯＥＣＤ加盟国で給付型が存在しな

かったのは日本とアイスランド（学費は無償）だけであった。

2012 年、国際人権規約「高等教育無償化条項」留保を撤回し、

高校段階での「就学支援金制度」が導入されてから漸く大学

段階での「給付制」導入となった。 
 「貸与を有利子から無利子へ」「貸与を給付へ」と国の政策を大きく転換させた点は大きな成果だ。し

かし、2018 年度からの「全面実施」に向けた先行実施分として 70 億円が文教予算枠で付替えられ、日

本学生支援機構に「基金」を創設するとしただけで極めて限定されたものである。また、再来年度「全

面実施」される給付も対象が各学年 2 万人、給付額も月 2～4 万円であり、機構からの昨年度の貸与者

132 万人規模の貸与依存を根本的に変えるものとはなっていない。この給付額では「貸与」との併用が大

量に発生し、多くの負債を抱えたまま社会に出ていく層を作り出してしまう構造は変わらない。全国５

千校の推薦要件は「高い学習成績」「教科外での優れた成果」という「育英」的な観点となっている。ま

た、授業料減免も拡充されているが、高学費の私学依存の大学進学の現状には程遠いものとなっている。 
 一方、軍事費は 1.4%増の 5.1 兆円と文教予算と変わらぬ規模となった。大学等研究機関への軍事技術

研究は 6 億円から 110 億円に増額させ、国立大学運営交付金の配分と合わせて武器輸出拡大を推進する

大学等研究機関の再編も狙われている。『わずか 70 億円の「給付型奨学金」に対して、軍事技術研究に

110 億円』では「未来への投資」としては極めて不十分なものである。 
【給付型奨学金の創設：政府予算案】～来年度は部分導入、18 年度からの本格実施～ 
各高校に最低１人分の推薦枠を割り当て（基準は文科省がガイドライン作成）、1 学年約 2 万人が対象

（残りは各校の申請者数に応じ、加配）、具体的な給付月額は、自宅通学国公立大生が 2 万円、自宅通学

私大生・下宿国公立大生が 3 万円、下宿私立大生が 4 万円。児童養護施設の出身者らは初年度に入学金

相当額（24 万円）を別途給付することとする。また、財源については、奨学金体系の見直し、重複施策

の縮減を含めた既定経費の見直しにより捻出する。29 年度は、安定的な制度運用のため、(独)日本学生

支援機構に基金を新設し、先行実施に係る学生への給付財源として 70 億円を計上。 
【第１種奨学金（無利子）枠の拡充】～成績要件を無くし、採用枠を拡充～ 
財源として、政府貸付金の増額による新規貸与者枠の拡充（＋8,000 人）のほか、安定財源を確保する

までの臨時的・過渡的な措置として、財政融資資金を活用した利子補給方式による対応を行う（成績基

準の実質的撤廃：2 万人、残存適格者の解消：1.6 万人）。また、29 年度から導入予定の「所得連動返

還型奨学金制度」（マイナンバーを活用した奨学金の返還月額が卒業後の所得に連動する制度）について、

システムの整備を 28 年度補正予算(第 2 号)で進める（28 億円）。 
【授業料減免対象者の拡大】 
・国立大学法人運営費交付金 320 億円⇒333 億円（＋4.0％）0.2 万人増（約 5.9 万人→約 6.1 万人） 

第２部 シンポジウム報告 「給付制奨学金をめぐる現在の動向」 
伴 幸生（教育の機会均等を実現する奨学金を考える連絡会） 

第２部 報告３ 教育の機会均等を実現する奨学金を考える連絡会（奨学金連絡会）　伴幸生さん
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・私立大学等経常費補助金  86 億円⇒102 億円（＋18.2％）約 1 万人増（4.8 万人→5.8 万人）。 
経済的な理由によって授業料の納付が困難で、かつ、学業成績が優秀な者等に対する授業料減免枠拡大 
【高校生等奨学給付金の拡充 】131 億円 ⇒ 136 億円 (＋3.8％) 

高校生等に係る授業料以外の教育費について、各都道府県が実施する高校生等奨学給付金事業を支援

（補助率 1/3）。市町村民税非課税世帯（全日制等）の第１子への給付額について、国公立（5 万 9,500 円
→7 万 5,800 円）、私立（6 万 7,200 円→8 万 4,000 円）ともに拡充する（第２子以降は既に国公立 12 
万 9,700 円、私立 13 万 8,000 円となっている）。 
２）「子どもの貧困対策」は国と地方自治体の責務～地方自治体の先進例を全国に～ 
◆「藤沢市給付型奨学金創設へ 授業料・生活も支援 県内初」（11 月 25 日神奈川新聞抜粋） 

 …藤沢市が返済不要の「給付型奨学金制度」を独自に創設…大学在学中の授業料相当額に加え、入

学準備金も含めた４年間の総支給額は最大 320 万円。…給付型奨学金を自治体が導入するのは県内初

で、入学準備金も支給するのは全国でも例がないという。 

 市教育委員会によると、対象は▽生活保護世帯▽住民税非課税世帯▽児童養護施設－の子どもたち。

大学入学に必要な入学準備金 30 万円のほか、学費月額６万円（いずれも限度額）を４年間支給する。

入学後は３カ月に１回、市職員が学生と面談。市の各部局が連携して生活や学業面などで相談に乗り、

卒業まで継続的に支援する。受給者は複数人を想定しており、選定は成績基準を「５段階評定の平均

３・１以上」と幅広く設定。小論文と面接の結果も踏まえ、総合的に判断するという。…市は市議会

１２月定例会の常任委員会に方針を報告し、来年２月定例会で予算案を提示する意向。議会の承認を

得られれば、来年４月にスタートさせるとしている。奨学金制度を巡っては、政府・与党が 2018 年度

の本格実施を目指して制度設計を進めている。藤沢市では、２月の市長選で再選した鈴木恒夫市長が

給付型の創設を公約に掲げていた。 

３）「奨学金問題」は将来の「雇用」を担保としており、返済開始とな

る労働者となってからの問題でもある。 
 国連から「最低生存水準を下回っている」と指摘された最低賃金は

2020 年を目標に 1000 円を目指すとして、今年度の改定で全国加重平均

823 円となった（年収 170 万）。しかし、最高額の東京 932 円、最低額

の沖縄 714 円と地域間格差は拡大し、「同一労働同一賃金」の掛け声と

は相反する状況となっている。地域別賃金制度を見直し、全国一律 1500
円で経済的困難を事由とした「奨学金返還猶予適用基準」となる年収 300
万円未満に近づく。「最低限度の生活が維持できない最賃問題」と「貸与

型奨学金」の返済困難の課題は密接につながっている。 
４）今後の課題 
＊税の再分配機能の強化による教育・社会保障予算の確保が必要。 
＊現行の「貸与型奨学金」の制度改善が必要 
①緊急対策として、現行制度によって「貧困の連鎖」を余儀なくされている世代（特に「就職氷河期 
世代」＝40 歳代に入った）に対する手当の必要性：「返還猶予１５年」「延滞金」充当順位見直しと 
「延滞金」廃止→＊返還猶予 10 年遡及可能で適用しきった返済困難者も出ている 

④「年限を区切った債権償却」が必要：保証人への返済を請求：日本学生支援機構が保証機関に求め

る代位弁済の請求件数・総額は 2010 年度の 4375 件・約 76 億 4400 万円が、14 年度には 7944 件・約

167 億 4100 万円と、それぞれ約２倍に膨れている。→＊保証人に対する返済請求も増加が想定できる 
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【参考資料】 （資料１） 〔雇用破壊と並行して「奨学金」制度も変化〕 
《80 年代半ばは世界的に新自由主義政策が広がる過程》  

1984 年 中曽根内閣…国鉄「分割・民営化」をはじめ、     
新自由主義路線へと大きく転換した。雇用では 
労働者派遣法制定（適用 13 業種） 

 1990 年 バブル経済崩壊へ 
1999 年 橋本内閣→ 「金融自由化」、派遣法の対象    

業務拡大：原則自由化、 
2003 年 派遣法：原則禁止されていた「製造業派遣」 

を解禁《不安定・低賃金雇用の拡大》 
2004 年 小泉内閣：日本育英会廃止→独立行政法人  

日本学生支援機構へ 
「教育事業」から「金融事業」へ 

＊不安定雇用が拡大し、派遣法によって「雇用責任」 （資料２） 
 が問われなくなる中で、生存権保障の基準を割り込 

む「年収２００万円以下の給与所得者の割合は増加 
の一途をたどっている（資料２）。しかし、新自由 
主義政策は更に強められていった。 

 ＊労働者派遣法の改悪が進められ（労働者保護規制が 
  なくなり、業法の性格が強まる）、非正規雇用も拡    

大を続けた（資料３） 
＊非正規雇用は労働者全体の 3 分の 1 を超え、過去最高の水準になって  （資料３） 
いる。特に 15～24 歳の若年層では、2000 年代から大きく上昇（厚労 
省）→５５～６４歳の年齢層は６０歳定年後の「再雇用」が反映してい 
ることも考慮すると、若年層・青年層の非正規雇用の拡大が「若者の貧 
困化」の主因と考えるのが妥当（資料４） 

 ＊雇用破壊と所得の低下が進行する中、資料 5 のように大学学部生の「奨  
学金受給者」は急速に増加する。 
（資料５） 

 
 
（資料４） 

有利子奨学金（第２種）を創設、一部給付

の特別貸与制度廃止 
➡国会付帯決議「無利子が基本、有利子は

補完措置、財政好転すれば廃止」 

大型選択制の有利子奨学金を創設（きぼう

２１）、教職・研究職の返還免除制度廃止 

・独法中期目標 『延滞額５年で半減、前

年比 15%以上削減』「未達成なら廃止も」 
・独法整理合理化計画（2007 年 12 月 24
日閣議決定）「有利子金利３％上限『見直し』

検討、民間委託推進、回収率向上策」 
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「なくそう！  子どもの貧困」全国ネットワーク 2017 年度の予定  

 
■子どもの貧困対策情報交換会    

「なくそう！  子どもの貧困」全国ネットワークでは、政府・自治体、そして各地
域でどのような「子どもの貧困対策」を展開していくのか、みなさまとご一緒に

情報を共有し、率直に意見交換しながら考える場・ネットワーキングの場として、

法律の施行月（ 1  月）、制定月（ 6  月）に「子どもの貧困対策情報交換会」を、
また、秋には「子どもの貧困対策実践交流会」を開催いたします。  
「子どもの貧困対策」について、ご一緒に考える機会にしたいと思いますので、

ぜひ、ご予定ください。  
2017 年  ６月  子どもの貧困対策情報交換会  

    11 月  子どもの貧困対策実践交流会  

2018 年  １月  子どもの貧困対策情報交換会  

  

■ ９月  「子どもの貧困」を考える映画会  

 

・主催：「なくそう！子どもの貧困」全国ネットワーク  

・助成：公益財団法人  キリン福祉財団  

 

「なくそう！ 子どもの貧困」全国ネットワーク紹介 

日本における子どもの 貧困解決を目的として、  

2010 年 に 設立 された個 人参 加のネ ット ワークです。  

 
 
 
 

あなたもぜひ、メーリ ングリスト へ  

 

「 な く そ う ！  子 ど も の 貧 困 」 全 国 ネ ッ ト ワ ー ク は 、  

メ ー リ ン グ リ ス ト で の 情 報 発 信 ・ 共 有 、 相 互 交 流 な ど を 中 心 に 、  

ゆ る や か な つ な が り で 運 営 さ れ て い ま す 。  

ホ ー ム ペ ー ジ の  「 登 録 フ ォ ー ム 」 よ り お 申 し 込 み く だ さ い 。  

ホ ー ム ページ  http://end-childpoverty.jp 
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